
郷
學

「
閑
谷
學
校
」

の
設
立
と
そ
の
機
構

に

つ
い
て

水

野

恭

一

郎

し
ず
た
に

閑
谷
學
校
は
、
岡
山
藩
主
池
田
光
政
が
、
そ
の
治
世
の
晩
年
、

寛
文
十
年

(
一

六
七
〇
)
に
、

藩
士
津
田
永
忠
を
惣
奉
行
に
命
じ
て
設
立
に
着
手
し
た
藩
營
の
郷

學
で
あ
る
。
學
校
の
諸
施
設
の
最
後
的
な
完
成
は
、
天
和
二
年

(
=
ハ
八
二
)
に
光

政
が
死
去
し
て
の
ち
二
十
年
を
經
た
元
祿
十
四
年
(
一
七
〇
一
)
に
ま
で
及
ん
だ
が
、

學
校
の
大
體
の
規
模
は
光
政
の
在
世
中
、
す
な
わ
ち
寛
文
十
二
年

(
一
六
七
ご
)
に

光
政
が
家
督
を
子
の
綱
政
に
ゆ
ず
つ
て
問
も
な
い
延
寶
二
年

(
一
六
七
四
)
ご
ろ
ま

で
に
は
、
す
で
に
出
來
上
つ
て
い
た

の
で
あ
つ
て
、
閑
谷
學
校
は
、
ま
さ
に
、
池

・

田
光
政
が
早
く
よ
り
心
に
い
だ
い
て
い
た
領
内
の
庶
民
に
封
す
る
教
育
振
興

の
理

想
が
、
そ
の
晩
年
に
い
た
つ
て
大
き
く
實
を
結
ん
だ
も
の
と
し
て
出
現
し
た
と
い

つ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、

こ
の
閑
谷
學
校
は
、
江
戸
時
代
、
藩
營
の

郷
學
と
し
て
設
立
の
最
も
早

い
も
の
と
し
て
も
注
目
に
價
す
る
も
の
で
あ
つ
た
の

で
あ
る
。

池
田
光
政
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
岡
山
藩
の
藩
政
の
基
礎
を
き
ず
い
た
人
で
あ
つ

た
が
、
岡
山
藩
の
學
問
の
興
隆
、
教
育

の
振
興
の
こ
と
に
も
早
く
か
ら
意
を
も
ち

い
、
す
で
に
早
く
寛
永
十
八
年

(
一
六
四
一
)
に
は
、
岡
山
藩
の
藩
士
の
子
弟
教
育

の
た
め
の
學
舍
と
し
て
、
岡
山
城
下
の
花
畠
に

「花
畠
教
場
」
を
設
立
し
て
い
る

が
、
こ
の
花
畠
教
場
の
設
立
も
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
諸
藩
の
藩
校
設
立
の
さ
き

が
け
を
な
す
も
の
で
あ
つ
た
。
花
畠
教
場
は
、
や
が
て
寛
文
六
年

(
一
六
六
六
)
に

は
城
内

の
石
山
に
移
さ
れ
て

「
假
學
館
」

と
名
づ
け
ら
れ
、

さ
ら
に
寛
文
九
年

(
一
六
六
九
)
に
は
城
下
の
西
中
山
下
に
本
格
的
な
藩
校

の
開
設

へ
と
發
展
し
て
行

つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
藩
士
の
子
弟
の
教
育
機
關
と
し
て
の
藩
校
の
開
設
と
相
並
ん
で
、

光
政
は
、
領
内
の
町
人

・
農
民
ら

一
般
庶
民
の
間
の
教
育
振
興
の
こ
と
に
も
早
く

か
ら
心
を
も
ち
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
光
政
は
、
し
ば
し
ば
領
内
を
み
ず
か
ら

巡
察
し
て
、
領
民
の
う
ち
の
善
行
者
を
褒
賞
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
、
地
方
の

學
問
や
教
育

の
興
隆
に
つ
く
す
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
こ
と
の
ゆ
え
を
も
つ
て
褒
賞
に

あ
ず
か
つ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な

い
。
例
え
ば
、
岡
山
藩
の
寛
文
六
年
の

『御

0

留
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
と
'こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
年
七
月
、
光
政
は
領
内
の
備

前
國
邑
久
郡
牛
窓
地
方
を
巡
察
し
た
際
、
牛
窓
の
醫
者
末
廣
生
庵
と
い
う
も
の
が

牛
窓
地
方
に
お
け
る
儒
學
興
隆
の
草
分
け
と
な
つ
た
功
を
賞

し
て
十
人
扶
持
を
與

一
〇
五



人

文

學

論

集

え
た
の
を
は
U
め
と
し
て
、
牛
窓
村
庄
屋
三
李
は
、
末
廣
生
庵
の
教
え
を
う
け
て

儒
學
に
心
を
致
し
、
村
民

の
教
化
に

つ
く
す
と
こ
ろ
多
き
を
賞
せ
ら
れ
、
そ
の
ほ

か
牛
窓
八
幡
宮
神
主
井
上
與
左
衛
門

・
村
年
寄
安
左
衛
門

・
伊
部
屋
清
兵
衛

.
大

工
傳
三
郎

・
同
弟
子
多
左
衛
門
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
儒
學
に
志
深
く
善
行
多
き
の
ゆ

え
を
も
つ
て
褒
賞
に
浴
し
て
い
る
。

つ
い
で
同
月
、
和
氣
郡
片
上
村

に

お

い
て

も
、
庄
屋
六
郎
左
衛
門

・
年
寄
太
郎

左
衛
門

・
同
善
兵
衛

の
亠
二
人
が
、
學
問
に
勵

み
善
行
を
積

ん
だ
と
し
て
賞
せ
ら
れ
、
ま
た
十
月
に
は
和
氣
郡
和
氣
村
庄
屋
九
郎

大
夫
、
磐
梨
郡
の
醫
者
木
梨
玄
貞
ら
も
、
儒
學
に
志
あ
り
篤
學

の
も
の
と
し
て
賞

を
賜
わ
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例

毛
、
池
田
光
政
が
領
内
の
庶
民
の
間

の
學
問

・
教
育
振
興
の
こ
と
に
深
い
關
心
を
も
つ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う

'が
、
こ
の
よ
う
な
光
政
の
心
に
早
く

か
ら
い
だ
か
れ
て
い
た
庶
民
教
育

へ
の
關
心

が
、
や
が
て
寛
文
七
年

(
一
六
六
七
)、

藩
の
庶
民
教
育
施
設
と
寿
て
の
手
習
所
の

設
立
と
し
て
、
ま
ず
具
體
化
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
手
習
所
設
立
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
延
寶
元
年

(
一
六
七
三
)
二

②

月
、
前
學
校
奉
行
津
田
永
忠
が
各
郡

の
手
習
所
を
巡
視
し
た
際
、
郡
奉
行

.
代
官

を
通
じ
て
、
各
手
習
所
で
庄
屋

・
手
習
師
匠

・
百
姓
中
ら
に
教
示
し
た
覺
書
に
、

③

次

の
ご
と
く
逋

べ
ら
れ
て
い
る
。

在

々
に
手
習
所
被
仰
付
御
趣
旨
は
、
去
々
年
も
申
聞
通
り
、
前
々
は
百
姓
共
の

子
供
、
寺

へ
通
ひ
手
習
算
用
等
習
候
由
。
尤
年
長
け
候
者
も
旦
那
坊
主
之
教
を

受
候
樣

に
有
之
候
處
に
、
近
年
は
師
匠
仕
坊
主
少
く
罷
成
、
其
上
、
神
職
請
に

罷
成
候
百
姓
共
は
、
子
供
を
寺

へ
遣
し
候
事
難
仕
由
、
年
長
け
候
者
も
過
牛
寺

宀

へ
出
入
仕
教
を
も
不
請
候
由
、
上

に
被
闘
召
及
候
。
然
る
時
に
自
今
以
後
御
領

分
に
て
育
ち
候
民
共
は
、
無
筆
無
算
、
又
は
人
倫
の
示
し
を
可
請

様

も

無

之

一
〇
六

段
驫
不
便
に
被
思
召
、
手
習
所
に
て
手
習
算
用
仕
習
、
又
は
年
長
け
候
者
も
間

々
に
は
心
掛
次
第
に
講
釋

の

一
句
を
も
承
り
、
人
倫
之
教
を
も
請
候
樣
に
と
思

も
し

召
て
の
事
に
候
。

(申
略
)
又
若
百
姓
共
の
子
供
の
内
に
、
手
習
算
用
致

し
習
、

四
書
小
學
之
内
の
文
義
を
も
辨

へ
、
人
に
生
れ
て
は
親

へ
は
孝
を
盡
し
、
御
國

法
に
不
背
、
一
類
和
睦
し
、
上
を
重
ん
じ
、
奉
行
代
官
庄
屋
等
の
申
付
を
用
ひ
、

家
職
の
耕
作
を
精
を
出
し
候
筈
と
、
心
よ
り
合
點
仕
候
者
、
後
々

一
村
に

一
人

二
人
宛
も
有
之
候
は
丶
、
在

々
の
風
俗
之
盆
に
可
成
と
被
思
召
て
の
事
に
候
。

(下
略
)

こ
こ
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
寛
文
七
年
の
手

習
所
設
立
の
者
景

の
一
つ
に
は
、
光
政
が
、
か
れ
の
徹
底
し
た
儒
學
尊
重
の
立
場

か
ら
、
そ
の
前
年

の
寛
文
六
年
に
廢
佛
政
策
を
彊
行
し
て
、
領
内

の
寺
院
の
多
く

を
整
理
し
、
そ
れ
に
と
も
な
つ
て
多
數

の
僣
侶
が
出
奔
も
し
く
は
還
俗
し
、
ま
た

④

'宗
門
請
も
寺
請
か
ら
神
職
請
に
移

つ
て
い
つ
た
と
い
う
事
態
が
あ
り
、
從
來
、
庶

民
教
育
の
場
と
し
て
の

一
應
め
役
割
を
果
た
し
て
い
た
佛
寺
が
、
そ
の
機
能
を
失

う
に
い
た
つ
た
こ
と
が
、
こ
れ
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
の
手
習
所
設
立
の
意
味
が

あ
つ
た
こ
と
も
確
か
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
ゐ
光
政
の
意
圖
に
は
、
こ
の
よ
う
な

單
に
佛
寺
の
果
た
し
た
機
能
を
お
ぎ
な
う
も
の
と
し
て
の
手
習
所
の
設
立
と
い
う

こ
と
以
上
に
、
こ
の
佛
寺
整
理
の
強
行
を
機
會
に
、
領
内

に
畫

一
的

に
手
習
所
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
か
れ
が
か
ね
て
か
ら
い
だ
い
て
い
た
儒
教
主
義
に
も

と
つ
く
庶
民
敏
育
振
興
の
理
想
を
、
藩
の
指
導
と
統
制

の
も
と
に
實
現
し
よ
う
と

す
る
積
極
的
な
強

い
意
圖
が
あ
つ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
寛
文
七
年
三
月
に
、
ま
ず
岡
山
城
下
の
町
人
た
ち
の
教
育
の
場
と
し

て
、
城
下
の
千
阿
彌
町
に
手
習
所
が
創
設
さ
れ
た
の
を
最
初
と
し
て
、
翌
寛
文
八



年
中
に
は
、
領
内
の
各
郡
に
總
計

一
二
三
ケ
所
の
手
習
所
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

各
郡
苺
の
手
習
所
め
數
、
お

よ
び
、

開
設
當
初
の
頃
の
生
徒

(小
子
と
呼
ん

で
い
る
)
の
數
を
、

藩
の
記
録

『
郡

々
手
習
所
井
小
子
事
』
に
よ
つ
て
示
す
と
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

備
前
國

口
上
道
郡

一
一
ケ
所

(小
子
、
計

=
天

)

奥
上
道
郡

六
ケ
所

(小
子
、
計

一
五
九
)

御
野
郡

六
ケ
所

(小
子
、
計

一
五
〇
)

和
氣
郡

一
ニ
ケ
所

(小
子
、
計
二
〇
一
)

赤
坂
郡

八
ケ
所

(小
子
、
計

一
七
八
)

邑
久
郡

五
ケ
所

(小
子
、
計

一
六
七
)

磐
梨
郡

一
一
ケ
所

(小
子
、
計

一
七
九
)

口
津
高
郡

六
ケ
所

(小
子
、
計

一
三
九
)

奥
津
高
郡

一
ケ
所

(小
子
、
四
〇
)

兒
島
郡

一
ニ
ケ
所

(亦
子
、
計

一
六
二
)

備
中
諸
郡
内

四
五
ケ
所

(小
子
、
計
六
四
八
)

總
計
し
て
、
手
習
所

一
二
三
ケ
所
、
小
子
數
二

一
五

一
人
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
つ

て
み
る
と
、
手
習
所
は
大
體
五
～
六
村
に

一
ケ
所
の
割
合
で
設
け
ら
れ
て
お
り
、

手
習
所
に
學
ぶ
小
子
の
數
は
、
手
習
所
に
よ
つ
て
か
な
り
の
差
異
が

み

ら

れ

る

が
、

一
ケ
所
卒
均
約

一
七
人
く
ら
い
に
あ
た
り
、
最
も
小
子
の
多
い
手
習
所
は
、

備
前
で
は
邑
久
郡
牛
窓
村
の
五
三
人
、
備
申
で
は
淺
口
郡
鴨
方
村
の
六

一
入
で
、

か
が
と

し
と
り

そ
の
ほ
か
和
氣
郡
香
登
村
の
三
九
入
、
津
高
郡
紙
工
村
の
四
〇
人
、
窪
屋
郡
西
郡

村
の
四
八
人
な
ど
も
、
小
子
の
多

い
手
習
所
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
小
子
の
年
齡

郷
學

「閑
谷
學
校
」
の
設
立
ど
そ
の
機
構
に
つ
い
て

は
八
～
九
歳
か
ら
十
四
～
五
歳

の
少
年
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
が
、
最
低
は
四

歳
、
最
高

二
十
六
歳

の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
師
匠
は
、
鴨
方
村

の
手
習
所
に

五
人
、
上
道
郡
久
保
村
お
よ
び
窪
屋
郡
輕
部
村
の
手
習
所
に
二
人
で
あ
つ
た
ほ
か

は
、.
一
ケ
所
に

一
人
で
、
そ
の
身
分
は
、
元
庄
屋
で
現
在
職
を
や
め
て
隙

の
あ
る

者
か
、
ま
た
は
庄
屋
の
子
弟
が
最
も
多
く
、
そ
の
ほ
か
神
職

・
醫
者
な
ど
で
あ
つ

た
。
小
子
た
ち
は
手
習
所

へ
月
の
う
ち
十
五
日
間
か
よ
い
、
そ
の
教
育
内
容
は
手

習
お
よ
び
算
用
が
主
で
あ
つ
た
が
、
ま
た
折
々
は
孝
經

・
小
學

・
四
書
な
ど
の
漢

籍

の
讀
書
も
.お
こ
な
わ
れ
、

こ
の
漢
籍
の
講
讃
に
は
、
藩
校

の
指
圓
に
よ
つ
て
、

藩
士
も
し
く
は
、
手
習
所
の
近
傍
で
儒
學
堪
能
な
る
も
の
が
選
ば
れ

て

派

遣

さ

0

れ
、
そ
の
任
に
當

つ
た
。

こ
の
よ
う
な
手
習
所
が
、
領
内

=

一三
ケ
所
に
わ
た
つ
て
設
立
さ
れ
、
多
く
の

領
民

の
子
弟
が
こ
こ
に
學
ぶ
に
い
た
つ
た
こ
と
は
、
當
時
諸
藩
に
お
い
て
未
だ
そ

の
例
を
み
な
か
つ
た
畫
期
的
な
施
策
で
あ
つ
て
、

い
わ
ゆ
る
郷
學
の
先
驅
を
な
す

も
の
と
し
て
注
目
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
教
育
効
果
も
確
か
に
期
待
さ
る

べ
き
も
の
が
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
七

一
面
、
こ
れ
ら
の
多
數

の
手
習
所
經
營
の
た
め
に
要
す
る
藩

の
經
費
も

決

し
て
輕
少

で
は
な
か
つ
た
こ
ど
か
ら
、
、
や
が
て
寛
文
十
二
年

(
一
六
七
二
)
光
政

が
隱
居
し
て
藩
政
の
當
面
か
ら
退
き
、
子
息
綱
政

の
代
に
な
る
と
と
も
に
、
藩
財

政
の

一
般
約
窮
乏
と
も
相
ま
つ
て
、
手
習
所
縮
少
の
方
針
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と

な

つ
た
。
す
な
わ
ち
延
蜜
二
年

(
一
六
七
四
)
綱
政
は
從
來
の
手
習
所
を
改
め
て
概

⑥

ね

一
郡

一
ケ
所
を
原
則
と
す
る
こ
ど
と
し
、
次
の
十
四
ケ
所
に
縮
少
し
た
。

」

備
前
國
御
野
郡

上
中
野
村

口
上
道
郡

八
幡
村

」
〇
七



人

文

學

論

集

奥
上
道
郡

久
保
村

邑
久
郡

尾
張
村

邑
久
郡

牛
窓
村

邑
久
郡

鹿
忍
村

和
氣
郡

片
上
村

磐
梨
郡

總
堂
村

赤
坂
郡

上
仁
保
村

口
津
高
郡

今
岡
村

奥
津
高
郡

紙
工
村

兒
島
郡

北
浦
村

r

備
申
國

淺
口
郡

鴨
方
村

窪
屋
郡

輕
部
村

し
か
し
十
四
ケ
所
に
縮
少
さ
れ
た
こ
の
手
習
所
も
、
更
に
、
そ
の
翌
年
延
寳
三

年
九
月
に
い
た
つ
て
、
つ
い
に
す

べ
て
廢
止
さ
れ
、
そ
の
こ
ろ
す
で
に
和
氣
郡
木

谷
村
閑
谷
の
地
に
建
設
の
進
み
つ
つ
あ
つ
た
閑
谷
學
校
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
の
で
あ
る
。

二

閑
谷
學
校
の
設
立
さ
れ
た
場
所
は
、
岡
山
城
下
か
ら
東

へ
お
よ
そ
三
〇
粁
、
備

前
國
和
氣
郡
木
谷
村
の
う
ち
閑
谷
の
地
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
寛
文
八
年
郷
中

一

二
三
ケ
所
の
手
習
所
が
設
置
さ
れ
た
際
、
和
氣
郡
内
の
手
習
所
の
う
ち
の

一
つ
が

置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
周
圍
を
山
に
か
こ
ま
れ
た
土
地
の
環
境
の
幽
邃
閑

靜
で
學
習
の
場
と
し
て
好
適
な
る
を
愛
し
た
池
田
光
政
は
、
特
に
こ
の
地
を
選
ん

で
大
規
模
な
郷
學
の
設
立
を
計
畫
し
、
寛
文
十
年
(
一
六
七
〇
)
五
月
、
當
時
藩
の
學

校
奉
行

(藩
校
の
長
)
で
あ
つ
た
津
田
永
忠
に
命
U
て
、
そ
の
經
營
に
あ
た
ら
せ
る

こ
と
と
な
り
、
同
時
に
、
從
來

の
地
名
で
あ
つ
た
延
原

(木
谷
村
の
内
)
を
改
め
て

閑
谷
と
稱
し
た
。
閑
靜
な
る
山
谷
の
意
で
あ
る
。
か
く
て
寛
文
十
二
年
に
は
學
房

お
よ
び
飮
室
が
ま
ず
出
來
た
が
、
こ
の
年
六
月
光
政
が
家
督
を
子
息
綱
政
に
讓

つ

一
〇
八

て
隱
居
し
た
の
を
機
會
に
、
同
十
月
津
田
永
忠
の
學
校
奉
行
を
免
じ
て
、
閑
谷
學

校
の
設
立
、
お
よ
び
、
郷
申
手
習
所
の
こ
と
に
專
從
せ
し
あ
る
こ
と
と
な
り
、
翌

延
寳
元
年

(
一
六
七
三
)
閑
谷
の
講
堂
の
完
成
と
と
も
に
、
七
月
、
永
忠
は
岡
山
か

ら
閑
谷
に
居
を
移
し
て
、
ひ
た
す
ら
閑
谷
學
校
經
營
の
こ
と
に
あ
た
つ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
年
八
月
に
は
、
木
谷
村
お
よ
そ
二
八
〇
石
の
地
が

「閑
谷
學
閥

所
料
」
と
し
て
學
校
に
付
せ
ら
れ
、
延
寶
二
年
に
は
聖
堂
も
出
來
上

つ
て
、
九
月

十

一
日
に
は
光
政
も
親
し
く
聖
堂
に
臨
ん
で
禮
拜
し
、
終

つ
て
講
官
の
進
講
を
き

⑦

き
、
更
に
生
徒
修
業
の
さ
ま
を
檢
閲
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
年
四
月
朔
日
に
は
、

⑧

閑
谷
學
校
壁
書
も
定
め
ら
れ
て
講
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
閑
谷
學
校
は
次
第
に
そ
の
規
模
を
整
え
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

翌
年
の
延
寳
三
年
に
至

つ
て
、
學
校
の
存
續
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
が
起
こ
つ

た
。
そ
れ
は
、
新
藩
主
池
田
綱
政
が
、
藩
財
政
の
困
窮
を
理
由
に
、
前
年
手
習
所

を
十
四
ケ
所
に
縮
少
し
た
の
に
ひ
き

つ
づ
い
て
、
こ
の
年
、
藩
の
學
校

(岡
山
の

藩
校
.
閑
谷
學
校
と
も
に
)

お
よ
び
手
習
所
を
す

べ
て
、
し
ば
ら
く
閉
鎮
し
た
い
と

の
意
向
を
父
の
光
政
に
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
年
江
戸
在
府
申
の
綱
政
が
、
岡
山
の
光
政
の
も
と

⑨

に
申
途

つ
た
書
歌
の
大
意
を
要
約
す
る
と
、

「學
校

・
在
々
手
習
所

・
井
田
、
こ

の
三
品
の
つ
い
え
は
多
く
、
と
り
わ
け
學
校
の
物
入
り
は
極
ま
り
な
く
、

い
り
次

第
の
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
現
今
士
民
困
窮
し
、
公
儀

へ
の
奉
公
に
も
差
し
つ
か
え

る
よ
う
な
際
に
、
こ
の
よ
う
な
物
入
り
に
つ
い
て
は
世
問
か
ら
と
か
く
の
沙
汰
も

あ
り
、
大
老
酒
井
雅
樂
頭
も
必
定
聞
き
及
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
か
よ
う
な
時

節
に
、
さ
よ
う
な
物
入
り
に
つ
い
て
、
大
老
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
時
に
、
何
と
も
返

答
に
窮
す
る
。
從

っ
て
、
今

の
困
窮
し
た
財
政
が
と
と
の
う
よ
う
に
な
る
ま
で
、



以
上
の
三
品
は
取
り
止
め
る
よ
う
に
致

し
た
く
、
御
機
嫌
も
は
ば
か
ら
ず
申
し
上

げ
る
。
御
承
知

い
た
だ
き
た

い
。
」
と

い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
の
綱
政

の
申
出

に
樹
す
る
光
政
の
返
書
は
、
か
れ
の
學

問

・
教
育
に
つ
い
て
の
高

い
信
念
と
深

い

⑩

愛
着
が
よ
く
示
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、

お
よ
そ
次

の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
學
校
之
事
、
止
可
被
申
由
、
委
細
承
候
。
學
文

ノ
義
、
貴
殿

へ
申
ほ
と
の

者
は
、
何

ノ
や
く
に
も
不
立
、

つ
い
ゑ
の
み
と
可
申
候
と
存
候
。
し
る
し
を

い
そ
き
申
候
心
か
ら
は
左
樣
に
申
も
尤
に
候
。
其
故
近
年
無
心
元
存
候
キ
。

去
年
約
束
御
申
候
上

ハ
、
も
は
や
人
々
申
と
も
貴
殿
心
中
動
可
申
と
は
不
存

候
キ
。
然
ル
所

二
此
度
之
書
状
に
て
驚
申
候
。
就
其
、
此
中
色
々
思
案
仕
候

二
、
と
か
く
御
止
候
テ
ハ
貴
殿
ノ
爲
大
キ

ニ
惡
、
か
ま
い
な
き
者
は
他
よ
り

見
候
處
も
當
世
者
と
可
申
候
段
、
何
よ
り
く

我
等
は
迷
惑
二
存
候
。

(申

略
)
學
文

ハ
人
々
上
中
下
共
に
善
事
は
不
申
及
候
。
我
等
不

徳

に

て
候

へ

共
、

取
立
候
學
校
を
、

貴
殿
の
代
に
成
、

間
も
な
く
御
繦
候
事
、

悲
し
く

候
。
其
上
、
人
々
心
有
者

ハ
た
の
も
し
く
も
存
ま
し
く
候
。
世
間
す
き
と
可

申
候
段
、
き
の
と
く
に
候
。
手
前
直
り
候
ハ

・
取
立
候
は
ん
と
御
申
越
候
。

貴
殿
學
き
ら
い
ハ
家
中
者
共
皆
存

ノ
外

に
て
候

ヘ
ハ
、
調
申
ま
し
く
候
。
其

上
、
勝
手
直
り
候
ギ
、
年
久
事
に
て
候
は
ん
聞
、
我
等
存
候
ハ
、
今
迄
ノ
入

用
大
方

二
千
石
か
と
覺

へ
候
。
其
内
五
百
石
御
付
候
て
、
そ
れ
に
て
こ
と
ゆ

き
候
や
う
に
御
申
付
尤

二
候
。
是
も
不
入
事
と
御
思
候
は
丶
、
隱
居
領
之
内

に
て
五
百
石
可
付
申
候
事
、
ひ
し
と
御
止
候
よ
り

ハ
貴
殿
ノ
爲
能
ら
ん
と
存

候
。
此
兩
樣
は
御
心
次
第
に
候
。

一
、
井
田

・
手
習
所
ノ
事

ハ
、
御
心
次
第
御
止
可
有
候
。
閑
谷
ノ
事

ハ
折
紙
も

御
出
、
其
上
、
少

ノ
事

二
候
間
、
今
迄
ノ
通
御
申
付
尤

二
候
。

(中
略
)

郷
學

「閑
谷
學
校
」
の
設
立
と
そ
の
機
構
に
つ
い
て

一
、
く
れ
く

只
今
御
止
候
テ
、
後
年
御
取
立
可
有
と
御
思
候
事

ハ
、
中

々
可

成
ど
は
不
存
候
。
只
今
ノ
分
に
て
少

ノ
入
用
御
申
付
、
不
繦
候
ハ
丶
、
貴
殿

後
々
學
御
好
候

ハ
・
、
能
成
事
も
可
在
之
候
。
此
中
色
々
思
案
仕
候
二
、
此

外
ハ
な
く
候
。

(下
略
)

す
な
わ
ち
光
政
は
學
問

・
教
育

の
重
要
性
を
説
き
、
そ
の
た
め
に
要
す
る
費
用

は
、
ま
の
あ
た
り
に
は
冗
費

の
ご
と
く
に
み
え
て
も
、
や
が
て
は
そ
の
し
る
し
の

あ
ら
わ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
効
果
を
い
そ
い
で
は
な
ら
ぬ
と
い
ま
し
め
、
自

分
が
よ
う
や
く
つ
く
り
上
げ
た
學
校
を
、
貴
殿
の
代
に
な

つ
て
早
く
も
繦
や
す
よ

う
な
こ
と
は
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
と
い
い
、
手
習
所
の
廢
止
、
井
田
の
普
請
の
中

止

の
こ
と
は
致
し
方
な

い
と
し
て
も
、
藩
校
に
關
し
て
は
、
從
來
の
學
校
領
二
〇

〇
〇
石
を
五
〇
〇
石
に
緊
縮
す
る
か
、
そ
れ
も
不
可
能
な
ら
ば
、
自
分
の
隱
居
領

の
う
ち
五
〇
〇
石
を
學
校
に
付
け
る
よ
う
に
し
て
宅
よ

い
か
ら
、
今
ま
で
逋
り
に

存
續
す
る
こ
と
、
ま
た
閑
谷
學
校
に
つ
い
て
も
、
前
年

二
八
〇
石
の
學
校
領
付
與

の
折
紙
が
出
さ
れ
た
ば
か
り
の
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
た
從
來
通
り
存
續
す

べ

き
こ
と
を
張
く
望
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。

光
政
は
藩
校

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
れ
の
日
記
の
寛
文
七
年
三
月
十
ご
日
の

條
に
も
、「,學
校
ノ
事
、
我
等
數
年
ノ
願
二
て
候
問
、
さ
ほ
う
よ
き
よ
う
に
じ
や
う

0

U
ゆ
願
候
」
と
記
し
て
お
り
、
藩
校
の
発
展
に
深

い
愛
着
を
も
つ
て

い
た

だ

け

に
、
そ
の
藩
校
の
閉
鎖
な
ど
、
到
底
忍
び
得
ぬ
も
の
が
あ
つ
た
こ
と
は
察
す
る
に

難
く
な

い
。
こ
の
思

い
は
閑
谷
學
校
に
つ
い
て
も
同
樣

で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
。
か

く
し
て
光
政
の
學
閥

・
教
育
に
對
す
る
強

い
信
念
と
情
熱
に
よ
つ
て
、
藩
校
は
學

校
領
二
〇
〇
〇
石
を
五
〇
〇
石
に
節
減
し
て
存
續
す
る
こ
と
と
な
り
、

一
方
、
手

習
所
は
前
記
の
ご
と
く
廢
止
の
や
む
な
き
に
い
た
つ
た
が
、
閑
谷
學
校
は
、
こ
れ

一
〇
九



人

文

學

論

集

ら
の
手
習
所
を
統
合
し
た
か
た
ち
の
郷
學
と
し
て
存
續
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
の
ち
延
寶
五
年

(
一
六
六
七
)
に
は
閑
谷
の
文
庫
も
出
來

て
、
岡
山
の
藩
校

の
書
籍
の

一
部
が
こ
こ
に
移
さ
れ
、

ま
た
光
政
の
沒
後
、

貞
享
元
年

(
一
六
八
四
)

に
は
聖
堂
の
改
築
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
大
成
殿
と
名
づ
け
ら
れ
、
同
三
年
に
は
光

政
を
祀
る
芳
烈
祠
が
、
大
成
殿
の
東

に
並
ん
で
建
立
さ
れ
た
。
次

い
で
元
祿
十
四

年
(
一
七
〇
一
)
に
は
講
堂
も
改
築
さ
れ
て
、
宏
壯
な
る
新
講
堂
が
完
成
し
、
更
に
、

學
校
の
境
域
を
と
り
か
こ
む
堅
固
に
し
て
優
美
な
石
塀
も
築
造
さ
れ
て
、
こ
こ
に

⑫

閑
谷
學
校
の
全
貌
が
ほ
ぼ
整
う
に
い
た

つ
た
の
で
あ
る
。

三

閑
谷
學
校
の
創
設
に
あ
た
り
、
藩
主
池
田
光
政
の
意
圖
を
う
け
て
、・
津
田
永
忠

(重
二
郎
、
左
源
太
)
が
、
も

つ
ぱ
ら
、

そ
の
經
營
の
こ
と
に
努
力
を
は
ら

つ
た
こ
と

は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
津
田
永
忠
の
管
轄
の
も
と
で
、
閑
谷
學
校

を
經
營
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
機
構
が
整
え
ら
れ
て
い
つ
た
の
か
、
そ

の
初
期
の
腴
況
に
つ
い
て
は
十
分
明
ら
か
で
な

い
。

閑
谷
學
校
に
學
ぶ
諸
生
を
教
え
る
教
官
に
つ
い
て
も
、
の
ち
に
は
教
授

・
讃
書

師

・
習
字
師
な
ど
の
職
分
が
定
め
ら

れ
る
が
、こ
の
よ
う
な
教
官

の
職
分
、
ま
た
、

そ
の
職
名
な
ど
も
、
い
つ
頃
か
ら
定

ま
つ
て
き
た
も
の
か
、
さ
だ
か
で
な

い
。
し

か
し
藩
の
記
録

(池
田
家
文
庫
)
『
留
帳
』
の
延
寳
八
年
(
一
六
八
〇
)十
月
三
日
の
條

に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。

一
、
澤
權
大
夫
組
結
城
新
之
丞

・
小
原
善
助
兩
人
、
閑
谷
御
用
被
仰
付
候
、
津

(重
二
郎
)

田
十
次
郎
指
圖
次
第
折
々
替
々
、
十
日
十
五
日
程
宛
、
罷
越
可
相
勤
由
、
能

二

〇

勢
庄
右
衞
門
江
御
年
寄
中
被
申
渡
、
則
申
渡
ス
、

(清
七
郎
)

是
只
今
迄
、
市
浦
清
七
、
閑
谷

へ
折
々
參
、
御
用
相
勤
候

へ
と
も
、
今
程

御
廟
御
用
相
勤
申

二
付
、
爲
代
り
と
、
右
兩
人
被
仰
付
候
、

と
あ
り
、
こ
の
記
事
が
、
閑
谷
學
校
の
教
官
の
こ
と
に
關
し
て
、
現
存
す
る
最
も

早

い
史
料
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
事
か
ら
す
れ
ば
、
延
寳
八
年
十
月
ま
で
は
、
岡
山

藩
の
儒
臣
で
當
時
岡
山
藩
校
の
教
官
で
あ
つ
た
市
浦
清
七
郎

(毅
齋
)が
、
岡
山
か

ら
折
々
閑
谷
學
校

へ
出
向

い
て
教
授
の
御
用
を
勤
め
て
い
た
が
、
こ
の
月
か
ら
、

市
浦
清
七
郎
に
代
わ
つ
て
、
同
じ
く
當
時
岡
山
藩
校
の
教
官

で
あ
つ
た
結
城
新
之

丞
ど
小
原
善
助

(大
丈
軒
)
の
兩
人
が
、
閑
谷
學
校
の
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
ど
と

な
り
、
津
田
永
忠
の
指
圖
に
從

つ
て
、
こ
の
兩
人
が
、
か
わ
る
が
わ
る
十
日
な

い

し
十
五
日
ぐ
ら

い
ず

つ
、
岡
山
か
ら
閑
谷

へ
出
向

い
て
教
授
の
御
用
を
勤
め
る
こ

と
に
な
つ
た
旨
が
傳
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
閑
谷
學
校
創
立
當
初

の
頃
に
教
授
役
を
擔
當
し
た
儒
學
者
た
ち
は
、
岡
山
藩
校
の
教
官

の
う
ち
か
ら
選

ぼ
れ
て
、
月

の
う
ち
十
日
な
い
し
十
五
日
出
張
講
義
し
、
閑
谷
に
常
住
は
し
て
い

な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、

い
わ
ば
通
勤

の
教
授
の
ほ
か
に
、
常
時
閑
谷
學
校
に

在
住
し
て
諸
生
の
讀
書

・
習
字
な
ど
の
指
導
に
あ
た
る
讀
書
師
や
習
字
師
な
ど
の

教
官
が
、
そ
の
頃
か
ら
す
で
に
幾
人
か
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
當
然
推

測
さ
れ
る
。
現
存
の
記
録
の
上
で
は
、
元
祿
七
年

(
一
六
七
四
)
二
月
に
山
田
藤
四

郎

(剛
齋
)が
閑
谷
學
校

の
讀
書

・
習
字
の
師
を
命
ぜ
ら
れ
、
三
月
に
岡
山
か
ら
閑

⑬

谷

へ
引
越
し
た
こ
と
が
、

『
備
陽
國
學
記
録
』
に
み
え
る
の
が
、
閑
谷
に
常
住
す

る
教
官
の
こ
と
を
傳
え
る
史
料
の
初
見
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
閑
谷
に
常
住
し

て
、
日
々
閑
谷
學
校
諸
生
の
訓
育
に
あ
た
る
教
官
若
干
人
が
、
學
校
創
設
當
初
か



ら
當
然
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
山
田
藤
四
郎
が
閑
谷
學
校
に
常

住
す
る
よ
う
に
な
つ
た
當
時
、
恐
ら

く
同
役
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
佐
々

奉

妻

る
人
物
の
名
が
見
緬
・
ま
た

『
備
陽
國
學
記
録
」
の
元
祿
九
年
八
月
+

一
日
の
條
に

一
、
九
鬼
左
六
、
今
日
閑
谷

へ
引
越
歸
ル
、

是
れ
閑
谷
諸
生
多

二
付
、
歸
候
樣

二
、
津
田
左
源
太
よ
り
申
來
、
か
く
の
如

し
、

と
あ
り
、
こ
の
九
鬼
左
六
も
讀
書
師
も
し
く
は
習
字
師
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

頃
、
閑
谷
學
校
の
諸
生
の
數
が
多
く
な

つ
た
の
で
、
津
田
永
忠
か
ら
の
依
頼
に
よ

つ
て
、
岡
山
か
ら
閑
谷

へ
引
移

つ
て
勤
務
す
る
よ
う
に
な

つ
た
こ
と

が
知

ら

れ

る
。
ま
た

「引
越
歸
ル
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
九
鬼
左
六
は
、
こ
れ
以
前
に
も
閑

谷
學
校
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
も
察

せ
ら
れ
る
。
と
も
か
く
元
祿

九
年

當

時
、

「閑
谷
諸
生
多
」
と
み
え
て
い
る
か
ら
、
日
常
こ
れ
ら
の
諸
生
の
讀
書

・
習
字
そ

の
他
の
訓
育
に
從
事
す
る
教
官
が
相
當
數
、
學
校
に
常
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ざ

る
を
得
な

い
。

な
お

『
備
陽
國
學
記
録
』
は
岡
山
藩
校
の
ま
と
ま
つ
た
記
録
で
あ

つ
て
、
岡
山

藩
校
の
諸
機
構
や
教
育
の
實
情
、
そ
の
他
藩
校
に
閣
す
る
主
要
な
る
諸
事
項
が
記

録
さ
れ
、
岡
山
藩
校
の
事
情
を
知
る
最
も
基
本
的
な
史
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

閑
谷
學
校
に
つ
い
て
も
、
こ
の

『
備
陽
國
學
記
録
」
に
相
當
す
る
よ

う

な

記

録

が
、
當
然
殘
さ
れ
て
い
て
よ
い
筈
で
あ
る
が
、
散
佚
し
た
の
か
、
こ
れ
に
類
す
る

閑
谷
學
校
獨
自
の
基
本
的
な
史
料
は

ほ
と
ん
ど
見
當
ら
な

い
。
た
だ

寶

永

四

年

(
一
七
〇
七
)

に
當
時
藩
の
學
校
奉
行

で
あ

つ
た
市
浦
清
七
郎
が
閑
谷
學
問
所
支
配

を
蒙
ね
て
以
後
、
學
校
奉
行
が
岡
山
藩
校
に
在
つ
て
閑
谷
學
校
に
關
す
る
こ
と
も

郷
學

「閑
谷
學
校
」
の
設
立
と
そ
の
機
構
に
つ
い
て

總
括
兼
務
す
る
よ
う
に
な

つ
た
の
で
、
こ
の
頃
以
後
、

『
備
陽
國
學
記
録
』
の
中

に
閑
谷
學
校
に
關
す
る
記
事
が
若
干
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
從

つ
て

『備

陽
國
學
記
録
』
は
閑
谷
學
校
の
こ
と
に
關
し
て
も
、
十
分
で
は
な

い
と
し
て
も
、

現
存
の
史
料
と
し
て
は
最
も
豐
富
な
内
容
を
藏
す
る
重
要
な
記
録
で
あ
る
ど

い
つ

て
よ
く
、
本
稿
に
お
て
も
、
こ
の

『
備
陽
國
學
記
録
』
の
記
事

に
負
う
と
こ
ろ
が

多

い
の
で
あ
る
。

閑
谷
學
校
に
お

い
て
諸
生
の
教
育
の
こ
と
に
直
接
從
事
す
る
教
官

の
ほ
か
に
、

學
校
經
營
の
た
め
の
諸
雜
事
を
擔
當
す
る
事
務
職
員
と
し
て
の
役
人
も
當
然
置
か

れ
て
い
た
筈
で
あ
る
が
、

こ
の
事
務
擔
當

の
職
員

の
こ
と
に
關
し
て
も
、
學
校
創

設
當
初

の
頃

の
樣
子
は
、
や
は
り
明
瞭
で
な
い
。
津
田
永
忠
が
閑
谷
學
校

の
經
營

を
ほ
と
ん
ど
總
括
專
行
し
て
い
た
時
期
に
は
、
恐
ら
く
ま
だ
、
こ
の
よ
う
な
職
員

組
織
そ
の
他
の
諸
機
構

の
面

に
お

い
て
も
、
未
整
備

の
點
が
多
か
つ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
津
田
永
忠
が
閑
谷
學
校

の
創
立
以
後
、
池
田
光
政

の

學
校
設
立
の
理
想
を
體
し
て
、
閑
谷
學
校

の
發
展

の
た
め
に
力
を
盡
し
た
こ
と
は

疑

い
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
永
忠
の
在
世
中

に
は
、
な
お
未
だ
學
校
經
營

の
諸

機
構

の
面
で
、
十
分
は
つ
き
り
し
た
諸
則
が
固
め
ら
れ
る
ま
で
に
は
至

つ
て
い
な

か
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

閑
谷
學
校
創
設
期

の
惣
奉
行
津
田
永
忠
は
、
寳
永
四
年

二
月
五
日
死
去
し
、
こ

の
あ
と
同
年
六
月
六
日
付
で
、
當
時
藩
の
學
校
奉
行
で
あ
つ
た
市
浦
清
七
郎

(毅

齋
)
が
、

津
田
永
忠

の
跡
を
う
け
て

「閑
谷
學
間
所
支
配
」
を
兼
ね
る
こ
と
を
藩

⑮

主
綱
政
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
前
述

の
ご
と
く
、
こ
の
時
以
後
、
閑
谷
學

校
に
關
す
る
總
支
配
は
、
代
々
岡
山
藩

の
學
校
奉
行
が
こ
れ
を
象
務
す
る
の
が
常

例
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。

一
二



人

文

學

論

集

な
お
藩

の
記
録
(池
田
家
文
庫
)
寳
永
四
年
の
『
留
帳
』
に
よ
れ
ば
、
學
校
奉
行
市

浦
清
七
郎
が
閑
谷
學
問
所
支
配

の
象
務

を
命

ぜ
ら
れ
た
と
同
じ
日
、
六
月
六
日
に
、

じ
か
た

閑
谷
の
地
方
山
林
支
配
に
郡
代
藤
岡
勘
右
衞
門
と
小
堀
彦
左
衞
門
、
ま
た
閑
谷

の

納
米
金
銀
支
配
に
服
部
圖
書
と
大
目
付
南
條
八
郎
が
命

ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
も
、
學
校
奉
行
が
岡
山
の
藩
校

に
在

つ
て
、
閑
谷
學
間
所
支
配
と
し
て
閑
谷
學

校

の
教
育
指
導
の
こ
と
を
象
務
し
て

い
た
の
と
同
樣

に
、
や
は
り
岡
山

に
在

つ
て

閑
谷
學
校
の
經
營

・
財
政
等
の
こ
と
を
所
管
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
閑
谷
學
校

の
現
地
に
在
住
し
勤
務
す
る
役
人
で
は
な

い
。

し
か
し
ま
た
、
同
じ
寳
永
四
年
の

『
備
陽
國
學
記
録
』
に
、
新
た
に
閑
谷
學
校

支
配
を
兼
務
す
る
よ
う
に
な

つ
た
學
校
奉
行
市
浦
清
七
郎
が
、
同
年
七
月
、
閑
谷

役
人
蜂
谷
猪
助

・
豐
島
喜
左
衞
門

・
江
田
甚
三
郎

・
日
笠
喜
三
郎

・
淺
野
忠
左
衞

門
ら
を
、
相

つ
い
で
岡
山

の
藩
校

へ
呼

び
寄
せ
て
、
種
々
談
合
し
て
い
る
記
事
が

⑯

み
え
て
お
り
、
こ
こ
に

「閑
谷
役
人
」

と
記
さ
れ
て
い
る
人
々
は
、
閑
谷
學
校
の

現
地
に
在

つ
て
學
校
經
營

の
事
務
を
直
接
擔
當
し
て
い
た
役
人
た
ち
で
あ
つ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
市
浦
清
七
郎

が
津
田
永
忠
の
跡
を
う
け
て
閑
谷
學
校
の

こ
と
を
所
管
す
る
に
あ
た
つ
て
、
そ

の
頃

の
學
校

の
實
状
、
な
い
し
は
今
後

の
經

營
方
針
な
ど
を
、
こ
れ
ら
現
地
の
職
員

た
ち
か
ら
聽
取
し
、
談
合
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
學
校
經
營
の
事
務
を
閑
谷
の
現
地

に
在
つ
て
擔
當
す
る
役
人
が
、
創
立
當
初
か
ら
幾
人
か
置
か
れ
て

い
た
こ
と
は
當

然
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
も
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は

明
ら
か
で
な

い
。

こ
の
よ
う
に
閑
谷
學
校
經
營
の
上

の
諸
機
構
は
、
殊
に
そ
の
創
立
初
期
の
頃
の

樣
子
に
つ
い
て
は
、
十
分
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
得
な

い
點
が
多

い
が
、
藩
主
綱
政

二

二

か
ら
繼
政

・
宗
政
の
時
代

に
か
け
て
、漸
次
、年
と
と
も
に
諸
則

の
整
備
が
進
め
ら

は
る
ま
さ

れ
て
い
つ
た
こ
と
は
察
す
る
に
難
く
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
、殊
に
藩
主
治
政
の
代
、

明
和
年
間

の
頃
以
後
、
治
政
の
好
學
と
も
相
ま
つ
て
、
閑
谷
學
校

の
諸
則
の
整
備

は
大

い
に
進
み
、
記
録
の
上
で
も
、
そ
の
こ
と
が
か
な
り
明
確

に
な
つ
て
く
る
の

で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
間
、
寳
永
四
年
に
津
田
永
忠
が
沒
し
學
校
奉
行
市
浦
清
七
郎
が
閑

谷
學
問
所
支
配
を
兼
ね
る
よ
う
に
な

つ
て
間
も
な

い
寳
永
六
年

(
一
七
〇
九
)
に
、

閑
谷
學
校
の
經
營
の
維
持
に
つ
い
て
重
大
な
事
態
が
再
び
起
こ
つ
て
い
る
。
す
で

に
こ
の
前
年
の
寳
永
五
年
の
暮
に
、
江
戸
在
府
中
の
藩
主
綱
政
か
ら
財
政
窮
乏
に

よ
り

「學
校
御
簡
略
」

の
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
、
藩
校

・
閑
谷
學
校
共
に
、
そ
の
費

用
を
節
減
し
、
下
役
人
等
も
小
勢
に
す

べ
き
こ
と
、
ま
た
藩
校

の
參
校
日
も

一
ケ

0

月
六
日
程
に
し
た
ら
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
仰
出
さ
れ
て
い
る
が
、
翌
六
年
八

月
十
九
日
に
至

つ
て
、
學
校
奉
行
市
浦
清
七
郎

・
八
田
彌
惣
右
衞
門
お
よ
び
郡
代

藤
岡
勘
右
衞
門

・
小
堀
彦
左
衞
門
が
評
定
所
に
召
出
さ
れ
、
家
老
池
田
刑
部
か
ら

次

の
こ
と
が
申
渡
さ
れ
て
い
る
。

一
、
閑
谷
學
校
の
こ
と
は
今
後
郡
代
の
管
理
下
に
お
く
こ
と
。

一
、
閑
谷
學
校
に
所
藏
さ
れ
る
池
田
光
政
の
御
道
具
お
よ
び
閑
谷
の
書
籍
は
岡

山
の
藩
校

へ
移
す
こ
と
。

一
、
閑
谷
の
建
物
の
う
ち
、講
堂

・
大
成
殿

・
芳
烈
祠
は
そ
の
ま
ま
殘
し
置
き
、

そ
の
ほ
か
の
食
堂

・
用
場

(學
房
)
・
客
舎

・
米
倉

・
土
藏
な
ど
の
類
は

一
切

取
崩
す

べ
き
こ
と
。

一
、
閑
谷
の
役
人
の
う
ち
日
笠
喜
三
郎

・
江
田
甚
三
郎
の
い
ず
れ
か

一
人
を
閑

谷
番
人
と
し
て
殘
し
、
他
は
す
べ
て
郡
方
に
て
相
應

の
役
に
つ
け
る
よ
う
に



す
べ
き
こ
と
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
指
令
は
、
閑
谷
學

校
の
う
ち
の
主
要
な
建
造
物

で
あ
る
講
堂

・

大
成
殿

・
芳
烈
祠
の
み
は
こ
れ
を
殘
し
て
、
學
田

・
學
校
林
と
と
も
に
郡
方

の
管

理
下
に
お
き
、
他

の
學
校
ど
し
て
必
要
な
諸
設
備
は
す
べ
て
除
去
す
る
こ
と
を
命

U
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
要
す
る
に
閑
谷
學
校
の
學
校
と
し
て
の
機
能

の
停
止

⑱

が
令
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
學
校
奉
行

(閑
谷
學
間
所
支
配
)
市
浦
清
七
郎

は
、
閑
谷
を
郡
方
に
引
渡
す
た
め
に
、
九
月
四
日
、
郡
代
藤
岡

・
小
堀
兩
氏
ヒ
と

も
に
閑
谷

へ
赴

い
て
い
る
が
、今
や
さ
び
れ
ゆ
か
ん
と
す
る
閑
谷
の
地
に
立

つ
て
、

市
浦
清
七
郎
は
・
そ
の
悲
哀
の
黶

を
三
首

の
詩
に
詠
じ
て
い
韜
・

そ

の

音

に
、蕭

條
閑
谷
秋

感
興
更
悠
々

鳥
鳴
驚
客
意

風
動
促
孤
愁

微
々
洙
泗
水

細
々
洛
閾
流

四
十
年
來
夢

慨
然
掻
自
頭

と
あ
り
、
閑
谷
學
校
創
設
よ
り
四
十
年
、
そ
の
間
微
々
細
々
な
が
ら
も
つ
づ

い
て

き
た
孔
子
の
道
、
程
朱
の
學
の
流
れ
が
、、
い
ま
こ
の
地
に
繦
え
ん
と
す
る
を
悲
し

む
心
の
切
な
る
も
の
の
あ
つ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
市
浦

清
七
郎
ら
關
係
者
の
熱
心
な
る
進
言

が
藩
主
綱
政
の
心
を
動
か
す
こ
と
と
な
つ
た

の
か
、
九
月
八
日
に
至
つ
て
急
に
こ
の
議
は
取
り
止
め
と
な
り
、

閑
谷
之
義
、
兩
御
堂
(大
成
殿
お
よ
び
芳
烈
祠
)丼
講
堂
之
外

ハ
不
殘
崩

ジ
申
樣

二

と
、
先
日
被
仰
出
候
所
、
今
日
又
其
儘
如
以
前

二
仕
置
候
樣

二
と
被
仰
出
、

　

と
の
申
逹
し
が
市
浦
清
七
郎
に
あ
り
、
閑
谷
學
校
は
も
と
の
ま
ま
に
存
續
さ
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

閑
谷
學
校
は
、
綱
政
の
代
に
、
さ
き
の
延
蜜
三
年
と
、
こ
の
寳
永
六
年
の
二
度

に
わ
た
つ
て
存
廢
の
危
機
に
臨
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
學
問
好
き
で
、
學
校

の
設

郷
學

「閑
谷
學
校
」
の
設
立
と
そ
の
機
構
に
つ
い
て

立
に
異
常
な
ま
で
の
熱
意
を
か
た
む
け
た
光
政
の
あ
と
を
う
け
て
、
光
政
か
ら
は

む
し
ろ

「學
問
ぎ
ら

い
」
と
い
わ
れ
た
綱
政
が
、
あ
た
か
も
藩
財
政
の
窮
乏
の
中

で
、
目
前
の
藩
政
に
は
直
ち
に
役
立
つ
こ
と
の
少
な
く
、
し
か
も
經
費
の
か
さ
む

學
校
を
、

一
時
的
に
も
閉
鎖
し
た

い
氣
持
と
、

一
面
ま
た
父
光
政
の
逡
業
を
守
り

發
展
さ
せ
た
い
と
い
う
氣
持
が
常
に
去
來
し
て
、
そ
の
處
置
に
迷
つ
て
い
た
こ
と

は
察
す
る
に
難
く
な

い
。
綱
政
の
こ
の
よ
う
な
氣
持
の
ま
よ

い
が
、
兩
度
と
も
、

最
初
は
か
な
り
強

い
學
校
閉
鎮
の
意
を
示
し
つ
つ
、
さ
き
に
は
父
光
政
の
熱
望
に

よ
り
、
こ
の
際
は
恐
ら
く
市
浦
清
七
郎
ら
の
進
言
に
よ
つ
て
、
急
に
ま
た
そ
の
意

を
ひ
る
が
え
す
處
置
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も

綱
政
の
時
代
は
、
閑
谷
學
校
創
立
初
期
の
最
も
困
難
な
基
礎
固
め
の
時
期
で
あ
つ

た
と
い
つ
て
よ

い
。

正
徳
四
年

(
一
七
一
四
)
綱
政
が
死
去
し
、
繼
政
が
家
督
を
颶
ぐ
が
、
繼
政
の
時

代
も
、
綱
政
の
晩
年
に
引
き
つ
づ
い
て

「諸
事
御
簡
略
」
の
政
治
が

お

こ
な

わ

れ
、
從

っ
て
閑
谷
學
校
に
關
し
て
も
、
こ
の
時
期
に
特
別
の
發
展
は

見

ら

れ

な

い
。
し
か
し
、
繼
政
は
享
保
五
年

(
一
七
二
〇
)
六
月
、
み
ず
か
ら
孔
子
像
を
畫

い

0

て
、
こ
れ
を
閑
谷
學
校

へ
納
め
て
お
り
、
更
に
寳
暦
元
年

(
一
七
五
一
)
九
月
に
は

光
政
の
省
像
を
畫
き
、
そ
れ
に
詞
書
を
添
え
た
畫
幅
を
閑
谷
學
校

へ
納
め
、
ま
た

自
筆
の
論
語
の
抜
書

一
卷
を
藩
校

へ
納
め
て
、

「加
樣
之
物
御
納
置
被
遊
候
は
、

御
子
孫
樣

へ
之
御
教
化
御
心
持

二
被
成
御
座
候
由
、
段
々
御
趣
意
被
仰
聞
」
と
あ

　

る
か
ら
、
繼
政
が
祀
父
光
政
の
遺
業
を
う
け
て
、
教
學
を
お
こ
し
、
藩
校

・
閑
谷

學
校
の
發
展
を
願
う
志
を
も
つ
て
い
た
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る
。

次
の
藩
主
宗
政
の
代
に
な
る
と
、
宗
政
は
更
に
積
極
的
に
學
校
繁
榮
の
施
策
を

進
め
、
寳
暦
十

一
年

(
一
七
六
一
)
十
二
月
に
ば
、

=̀

三



人

文

學

論

集

學
校
領
先
年
御
減
免
被
仰
付
置
候
得
共
、
御
趣
意
も
有
之
候

二
付
、
此
度
五
百

石
御
返
し
被
遊
候
。

⑳

と
あ
つ
て
、
藩
校
の
學
校
領
五
〇
〇
石
が
、
宗
政
の
趣
意
に
よ
つ
て
増
[額
さ
れ
て

い
る
。
藩
校
の
學
校
領
は
最
初
二
〇
〇
〇
石
で
あ
つ
た
の
が
、
延
寳
三
年
綱
政
の

緊
縮
政
策
に
よ
つ
て
五
〇
〇
石
に
減
額
さ
れ
て
い
た
が
、
八
十
五
年
餘
を
經
過
し

た
寳
暦
十

一
年
に
至

つ
て
、
五
〇
〇
石
を
増
額
、
計

一
〇
〇
〇
石
と
な
つ
た
の
で

あ
る
。
翌
寳
暦
十
二
年
正
月
五
日
藩
校
讀
初
の
日
、
時
の
學
校
奉
行
河
合
專
堯

・

⑳

市
浦
直
春
は
、
こ
の
こ
と
に
關
し
て
校
内

一
統

へ
次
の
ご
と
く
喩
示
し
て
い
る
。

(光
政
)

そ
の
か
み
芳
烈
尊
君
、
學
校
を
御
建
起
被
遊
、
御
國
政
の
根
本
を
立
、
士
民
の

(宗
政
)

風
俗
を
正
さ
せ
ら
れ
し
御
事
を
、
當
大
君
御
尊
信
の
餘
り
、
昔
年
御
倹
約
に
つ

き
止
事
を
得
さ
せ
ら
れ
ず
學
田
御
減
少
の
う
ち
を
、
此
度
御
返
し
御
寄
附
遊

ハ

さ
せ
ら
れ
、
大
夫
士
の
子
弟
、
文
武
の
學
術
を
勵
し
、
風
儀
正
し
か
ら
し
め
た

く
思
召
候
御
趣
、
難
有
御
事
、
學
中

の
悦
ひ
不
可
過
之
候
。
然
ル
上
は
、
お
の

ー

盆
言
行
を
愼
ミ
、
家
道
を
正

し
く
し
て
、
學
問
を
勉
め
、
世
上
の
毀
笑
な

き
樣

二
有
之
度
候
。
學
房

の
面
々

ハ
取
分
、
分
隱
を
も
惜
み
大
切

二
し
て
勤
學

可
有
之
、
參
校

の
諸
生
を
教

へ
、
其
外
志
あ
る
人
々
を
教
導

の
つ
と
め
、
隨
分

ま
め
や
か
に
有
之
度
候
。
(下
略
)

こ
れ
は
藩
校
に
關
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
宗
政
の
、
こ
の
學
校
振
興

の
趣
旨

は
當
然
閑
谷
學
校
に
も
通
ず
べ
き
も

の
で
あ
り
、
當
時
、
學
校

の
經
營
振
興

へ
の

氣
運
が
漸
く
高
ま
り
つ
つ
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の

は
る
ま
さ

よ
う
な
氣
運
は
、
次

の
藩
主
治
政
の
代
に
至

つ
て
、

一
層
高
め
ら
れ
て
く
る
の
で

あ
る
。
池
田
治
政
が
父
宗
政
の
沒
後
を
う
け
て
藩
主
と
な
つ
た
の
は
明
和
元
年

(
一
七

一
一
四

六
四
)
で
、

い
ま
だ
十
五
歳
の
若
年
で
あ

つ
た
。

そ
の
後
六
年
、

明
和
七
年

(
一

七
七
〇
)
二
月
に
、治
政
は
、時
の
學
校
奉
行
市
浦
清
七
郎
(直
春
、
南
竹
)
以
下
、
和

田
鐵
之
丞

・
三
木
利
左
衛
門

・
市
浦
善
作

・
野
田
又
十
郎

・
岡
本
次
左
衛
門
ら
の

⑮

藩
校
職
員
た
ち
を
從
え
て
、
初
め
て
閑
谷
學
校
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
二

十

一
歳

の
好
學

の
青
年
藩
主
に
成
長
し
て
い
た
治
政
は
、
親
し
く
學
校
を
視
察
し

て
、
光
政

の
學
校
創
業

の
高

い
理
想
に
思

い
を
致
し
、
閑
谷
學
校
に
お
け
る
士
庶

の
教
育
に

一
層

の
充
實
振
興
を
は
か
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
と
こ
ろ

が
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
閑
谷
學
校
訪
問
の
翌
月
、
三
月
十

一
日
に
、
治
政
は
不
意
に
ま
た
岡
山
藩

校
を
訪
れ
て
、
諸
生
の
勉
學
の
樣
子
を
視
察
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
學
校
奉
行

市
浦
清
七
郎
を
側
近
く
召
し
て
、

學
校

ハ
芳
烈
公

(光
政
)
御
建
立
被
成
、
甚
御
大
切
之
御
場
所

二
候
故
、

隨
分

致
繁
昌
候
樣

二
と
思
召
候
聞
、
參
校
之
諸
生
共
、
行
儀
宜
致
、
出
精
候
様

二
、

隨
分
心
ヲ
附
可
申
候
。

　

と
の
意
を
親
し
く
傳
え
て
お
り
、
藩
校

・
閑
谷
學
校
を
あ
わ
せ
て
、
治
政
の
學
校

敏
育
振
興

の
熱
意
の
高
か
つ
た
こ
と
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
治

政

の
學
校
教
育
振
興

の
熱
意
の
も
と
で
、
閑
谷
學
校
に
お
い
て
も
、
こ
の
明
和
年

間

の
頃
以
後
、
學
校

の
諸
機
構
は
、
あ
ら
ゆ
る
面

で
充
實
整
備
さ
れ
、
そ
し
て
、

そ
れ
が
制
度
的
に
固
め
ら
れ
て
き
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

こ
の
よ
う
に
し
て
、
藩
主
池
田
治
政
の
時
代
、
明
和
年
間

の
頃
か
ら
ほ
ぼ
明
確



に
な

つ
て
き
た
閑
谷
學
校
の
機
構
の
大
要
は
、
學
校
の
經
營
お
よ
び
教
育
上
の
總

轄
者
と
し
て
の
藩
の
學
校
奉
行
の
支
配
監
督
の
も
と
で
、
閑
谷
學
校
の
現
地
に
在

住
す
る
學
校
職
員
と
し
て
、
閑
谷
學
校
に
學
ぶ
諸
生
の
教
育
に
直
接
關
與
す
る
教

宮
と
、
學
校
經
營
の
事
務
を
主
と
し
て
擔
當
す
る
事
務
職
員
と
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
こ
の
う
ち
、
諸
生
の
敏
育
に
直
接
た
ず
さ
わ
る
教
官
と
し
て
は
、
教

授
役
が

一
人
も
し
く
は
二
人
、

讀
書

師
お
よ
び
習
字
師

(ま
た
手
習
師
.
水
習
師
と

も
呼
ん
で
い
る
)

が
、

あ
わ
せ
て
凡

そ
十
人
ぼ
か
り
置
か
れ
て
い
た

よ

う

で

あ

る
。
こ
れ
ら
の
敏
官
に
對
し
て
、

一
方
、
學
校
經
營
の
事
務
を
擔
當
す
る
役
人
と

し
て
は
、
現
地
に
お
け
る
最
上
席

の
事
務
職
員
に

「見
屈
役
」
と
呼
ぼ
れ
る
も
の

が
二
人
も
し
く
は
三
人
あ
り
、
こ
の
見
屆
役

の
下

で
種

々
の
事
務
を
分
掌
す
る
も

じ

か
た

の
と
し
て
、
御
藏
方
、
地
方
山
林
方

、
書
物
方
、
筆
紙
墨
方
、
校
厨
賄
方
、
作
事

方
、
日
雇
方
、
山
廻
り
、
御
番
人
な
ど
の
諸
職
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ

れ
ら
の
教
官
と
事
務
職
員
と
は
、
人
的
に
必
ず
し
も
剣
然
と
分
別
さ
れ
て
い
た
と

は
限
ら
ず
、
場
合
に
よ
つ
て
は
、
教
授
役
が
見
屆
役
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
も
間
々

あ
る
し
、
ま
た
御
藏
方

・
地
方
山
林

方

・
筆
紙
墨
方
な
ど
の
役
人
が
、
讀
書
師
や

習
[字
師
を
兼
務
し
て
い
る
場
合
も
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。

ま
た
閑
谷
學
校
に
學
ぶ
諸
生
の
中

で
も
、
特

に
學
業
優
秀
な
者
が
選
ば
れ
て
、

讀
書
師
に
雇
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
事
例
も
時
に
は
見
ら
れ
る
。
例
え
ば

『備
陽
國

學
記
録
』
の
文
化
十
年

(
一
八
一
三
)
正
月
十
九
日
の
條
に
、

諸
生
堀
田
東
吾

・
玖
津
見
大
和

・
服
部
濤
吉

・
井
村
四
郎
、
四
人
と
も
李
日
出

精
仕
、
殊
に
讀
書
師
御
雇
毎
々
罷
出
候
に
付
、
御
料
理
頂
戴
被
仰
付
候
。

と
み
え
て
い
る
な
ど
は
、
そ
の

一
例

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
閑
谷
學
校
附
の
諸
職
員

の
う
ち
、
そ
の
主
な
る
も
の
の
職
務
内
容
に

郷
學

「閑
谷
學
校
」
の
設
立
と
そ
の
機
構
に
つ
い
て

つ
い
て
、
今
少
し
詳
し
く
考
察
を
進
め
て
み
る
と
、

『
備
陽
國
學
記
録
』
の
安
永

五
年

(
一
七
七
六
)
六
月
十
九
日
お
よ
び
同
廿
二
日
の
條
に
、
當
時

の
閑
谷
學
校
に

勤
務
す
る
諸
職
員
に
つ
い
て
、
そ
の
職
務

の
内
容
を
示
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
つ
て
、
ま
ず
見
屆
役
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
頃

の
閑
谷
學
校
見
屈
役

は
難
波
幾
右
衛
門
と
淺
野
忠
次
郎
の
兩
人
で
あ
る
が
、
こ
の
兩
人
に
共
通
し
て
い

る
職
務
と
し
て
、

閑
谷
兩
御
堂

(す
な
わ
ち
大
成
殿
と
芳
烈
祠
)
の
守
護
、
閑
谷
惣
御
用
引
請
、
諸
道

具
預
り
、
地
方
山
林

・
村
方
御
所
務
等
御
用
、
學
房
其
外
諸
生
行
儀
作
法
等
、

諸
奉
公
人
勤
方
吟
味
横
目
役
、
な
ら
び
に
、
御
用
筋
岡
山

へ
の
通
逹
の
こ
と
と

共
に
、
講
堂
講
釋
日
に
は
講
堂

へ
出
勤
、
ま
た
苺
日

一
度
習
字
場
を
見
廻
り
、

役
人
の
勤
方
等
を
見
分
す
る
こ
と
、

が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
兩
人
共
通
の
職
務
の
ほ
か
に
、
難
波
幾
右
衛
門
に

封
し
て
は
、

右
之
外
、
校
厨
見
屆
、
作
事
方
掃
除
方
見
屆
役
被
仰
付
候
。

と
あ
り
、
ま
た
淺
野
忠
次
郎
に
對
し
て
は
、

右
之
外
、
御
藏
方
井
地
方
村
方
山
林
方
見
屆
御
用
可
被
相
勤
候
。

と
あ

つ
て
、
校
厨
方
、
作
事
方
、
掃
除
方
、
御
藏
方
、
地
方
村
方
、
地
方
山
林
方

な
ど
の
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
ま
か
い
職
務
の
見
屆
に
關
し
て
は
、
兩
人
の
間
に

一
應

の

職
務
の
分
擔
が
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
要
す
る
に
見
屆
役
は
、
閑
谷
學
校
の
校
務

蓮
營
上
の
諸
事
務
を
總
括
し
、
且
つ
、
閑
谷
學
校
附
の
諸
役
人
の
勤
め
方
に
つ
い

て
の
監
督
者
と
し
て
の
地
位
を
も
兼
ね
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
見
屆
役

の
下
に
、
前
記
の
ご
と
き
御
藏
方

・
地
方
山
林
方

・
書

物
方

・
筆
紙
墨
方

・
校
厨
賄
方

・
作
事
方

・
旦
雇
方
な
ど
の
諸
職
を
專
任
し
て
分

一
一盂
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擔
す
る
職
員
が
置
か
れ
て
い
る
と

い
う
形
式
が
、
閑
谷
學
校
運
營
の
事
務
機
構

ど

し
て
、
大
體
、
明
和
年
間
の
頃
ま

で
に
は
整
え
ら
れ
て
き
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
例
と
し
て
文
化
十
年

(
一
八
一
>>1>
S
閑
谷
學
校
に
お
け
る
主
な
職
員
を
列
記
し

て
み
る
と
、

(『備
陽
國
學
記
録
』
の
同
年
の
記
事
よ
り
作
成
)

教
授
役
象
見
屆
役

有
吉
行
藏

見
屆
役

有
吉
覺
右
衛
門

教
授
役
兼
書
物
方

武
元
立
李

地
方
山
林
方

・
御
作
事
方

万
波
泰
介

(秉
讀
書
師
)

御
藏
方

有
吉
彌

一
右
衛
門

(象
習
字
師
)

筆
紙
墨
方

・
御
旦
雇
方

千
原
多

一
郎

(兼
讀
書
師
)

御
賄
方

石
野
久
大
夫

ほ
か
に
、
讀
書
師
と
し
て
野
坂
覺
太

・
野
坂
熊
吉

・
國
吉
清
藏
、
習
字
師
と
し
て

國
吉
清
次
郎

・
千
原
助
七
ら
が

い
た
よ
う
で
あ
る
。

閑
谷
學
校
經
營
上
の
事
務
機
構
と
し
て
、
こ
の
ほ
か
に

一
時

「
閑
谷
奉
行
」
と

い
う
職
が
置
か
れ
て
い
た
時
期
が
あ
る
。

『備
陽
國
學
記
録
』
の
寛
政
四
年

(
一

七
九
二
)
三
月
十
三
日
の
條
に
、

淺
野
忠
次
郎
義
、
數
年
閑
谷
奉
行
相
勤
居
申
候
處
、
及
老
年
候
に
付
、
閑
谷
奉

行
御
免
被
成
、
御
城
代
支
配
中
小
姓

二
御
入
被
成
候
。
數
年
相
勤
候
に
付
、
御

目
録
被
下
候
。

と
あ
り
、
記
録
の
上
で
は
、
こ
こ
に
初
め
て

「閑
谷
奉
行
」
と
い
う
職
名
が
出
て

く
る
。

「數
年
閑
谷
奉
行
相
勤
」
と
あ
る
か
ら
、
天
明
末
年
か
、
寛
政
初
年
の
頃

以
來
、
閑
谷
奉
行
の
職
に
在

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
淺
野
忠
次
郎
は
、
天
明

=

六

初
年
の
頃
ま
で
は
閑
谷
見
屆
役
を
勤
め
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
天
明
末
年
か

寛
政
初
年
の
頃
に
閑
谷
奉
行
と
い
う
職
が
新
た
に
設
け
ら
れ
て
、
淺
野
忠
次
郎
が

初
め
て
そ
の
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
創
設
の
年
次
を
明
確
に
し
難

い

が
、
寛
政
元
年

(
一
七
八
九
)
八
月
十
九
日
に
、
當
時
の
岡
山
藩
學
校
奉
行
小
原
彌

一
郎
(魯
庵
)よ
り
の
口
達
と
し
て
、

閑
谷
者
、
格
別
之
御
場
所
柄
之
義
、
風
儀
正
敷
無
之
て
ハ
不
相
叶
義

二
候
所
、

近
來
何
と
な
く
諸
事
相
緩
ミ
、
御
役
人
も
銘

々
隔

々
二
相
成
候
様

二
も
相
聞
候

二
付
、
左
之
通
申
渡
候
。

と
述
べ
て
、
以
下
、
閑
谷
學
校
諸
役
人
の
綱
紀
肅
正
、
諸
生
の
學
問
出
精

の
こ
と

に
つ
い
て
數
ケ
條

に
わ
た
る
訓
諭
を
行
な
つ
て
い
る
こ
と
が

『備
陽
國
學
記
録
』

に
見
え
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
、
閑
谷
學
校

の
綱
紀

の
一
層
の
振
興
を
は
か
る

意
圖
を
も
つ
て
、
こ
の
寛
政
元
年
か
ら
、
閑
谷
現
地
の
總
責
任
者
と
し
て
、
閑
谷

奉
行
と
い
う
職
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。

寛
政
四
年
、
初
代
の
閑
谷
奉
行
と
推
定
さ
れ
る
淺
野
忠
次
郎
が
老
年
に
よ
つ
て

そ
の
職
を
退

い
た
後
、
同
日

(三
月
+
三
日
)
付
で
、
當
時
閑
谷
學
校
の
教
授
役
で

あ
つ
た
有
吉
和
介

(藏
器
)
が
閑
谷
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

有
吉
和
介
義
、
年
來
閑
谷
學
校

へ
相
詰
、
講
釋
役
も
相
勤
候
に
付
、
被
下
來
御

給
扶
持

二
て
學
校
附
士
鐵
砲
格
二
被
成
、
閑
谷
奉
行
被
仰
付
候
。

　

と
見
え
、
有
吉
和
介
が
閑
谷
學
校
教
授
役

の
任
は
そ
の
ま
ま
で
閑
谷
奉
行
と
な

つ

て

い
る
。
閑
谷
奉
行
は
閑
谷
見
屆
役
と
同
じ
職
の
別
稱
で
は
な
い
か
と

一
應
考
え

ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
有
吉
和
介
が
閑
谷
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
、
別
に
萬
波
武

⑳

兵
衞
が
閑
谷
見
屆
役
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
閑
谷
奉
行
と
見
屆
役
は
、
や
は

り
別
の
職
で
あ
り
、
閑
谷
奉
行
は
、
前
逋
の
ご
と
く
、
閑
谷
學
校
を
現
地
に
お

い



て
統
轄
す
る
も
の
で
、
職
務
の
上
か
ら
は
、
教
授
役
や
見
屆
役
の
上
位
に
あ
る
職

目
と
し
て
新
置
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

有
吉
和
介
の
閑
谷
奉
行
と
し
て
の
任
は
、
そ
の
後
、
寛
政
六
年
五
月
に
解
か
れ

て
、有
吉
和
介
は
再
び
教
授
役
と
し
て
の
職
務
に
專
任
す
る
こ
と
と
な
り
、こ
れ
に

@

代
わ
つ
て
第
三
代
目
の
閑
谷
奉
行
に
難
波
幾
之
介
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
難

波
幾
之
介
の
閑
谷
奉
行
在
職
の
期
間

は
十
分
明
ら
か
に
し
難

い
が
、
寛
政
八
年
末

頃
ま
で
は
在
職
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
頃
以
後
、
閑
谷
奉
行
と

い
う
職
名
は
記
録
の
上
に
再
び
見
ら
れ
な
く
な
る
。

察
す
る
に
、
閑
谷
奉
行
な
る
職
は
、
寛
政
初
年
頃
か
ら
、
閑
谷
學
校

の
現
地
に

お
け
る
校
務
運
營
上
の
總
監
的
な
職
と
し
て
新
た
に
設
置
さ
れ
、
初
代
淺
野
忠
次

郎
、
二
代
有
吉
和
介
、
三
代
難
波
幾
之
介
と
相
承
け
て
そ
の
職
に
在
つ
た
が
、
こ

の
閑
谷
奉
行
と
い
う
職
が
置
か
れ
て

い
た
の
は
、
結
局
十
年
足
ら
ず
の

一
時
的
な

短
期
問
で
お
わ
り
、
恐
ら
く
寛
政
八
年
以
後
、
間
も
な

い
頃
に
廃
止
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

閑
谷
學
校
に
お

い
て
、
直
接
諸
生

の
教
育

・
指
導
の
こ
と
を
擔
當
す
る
教
官
と

し
て
、
教
授
役
、
お
よ
び
、
讃
書
師

・
召
[字
師
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
さ
き

に
も
述

べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
教
官
の
う
ち
、
ま
ず
教
授
役
の
職
務
に
つ
い
て
は
、

蘭

谷
學
校
講
釋
役
・
藷

生
引
請
贅

役
」
と
殉
・
あ
る
涙

講

釋
役
・
井

　

諸
生
指
南
頭
取
」
な
ど
と
も
記
さ
れ

て
い
て
、
要
す
る
に
、
閑
谷
學
校
の
講
堂
に

お
い
て
行
な
わ
れ
る
主
な
講
釋
役
を
擔
當
す
る
と
と
も
に
、
閑
谷
學
校
諸
生
の
教

育
全
般
に
つ
い
て
、
總
轄
指
導
者
と
し
て
の
責
任
を
付
與
ハさ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
常
時

一
人
な

い
し
二
人
が
教
授
役
と
し
て
置
か
れ
て
お
り
、
學
校
創
設
當
初

の
頃
は
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
ご
と
く
、

一
月
の
う
ち
十
日
な

い
し
十
五
日
の
問
、

郷
學

「
閑
谷
學
校
」
の
設
立
と
そ
の
機
構
に
つ
い
て

市
浦
毅
齋

・
小
原
大
丈
軒

・
結
城
新
之
丞
ら
が
、
岡
山

の
藩
校
か
ら
閑
谷
學
校

へ

通
勤
し
て
教
授
役
を
つ
と
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
寳
永
末
年
か
ら
正

徳
初
年

の
頃

(
一
七
一
〇
年
前
後
)
閑
谷
學
校
教
授
役
で
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ
る
日

笠
喜
三
郎
に
つ
い
て
、

『
備
陽
國
學
記
録
」
の
寳
永
七
年
正
月
十

一
日
の
條
に
、

「
日
笠
喜
三
郎
、
年
頭
禮
二
當
六
日
、
自
閑
谷
出
、
今
日
歸
ル
」
ど
見
え
て
い
る

か
ら
、
日
笠
は
當
時
閑
谷
學
校
の
現
地
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

正
徳

の
後
、
享
保
年
間
か
ら
寳
暦
初
年
の
頃
に
か
け
て
の
樣
子
は
到
然
と
し
な

い

が
、
寳
暦
十
三
年

(
一
七
六
三
)
に
有
吉
和
介
が
閑
谷
學
校
教
授
役
と
な

つ
て
以
後

は
、
少
な
く
と
も
教
授
役
の
も
の

一
人
は
、
閑
谷
學
校
の
現
地
に
在
住
す
る
こ
と

が
慣
例
と
な
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
岡
山
藩
校
か
ら
邁
勤
す
る
教
授
役
の
者
も
な
く
な

つ
た
わ

け
で
は
な
く
、
殊
に
、
閑
谷
學
校
の
校
運
の
大

い
に
振
興
さ
れ
た
池
田
治
政
の
時

代
、
明
和

・
安
永
期

の
頃
に
は
、
閑
谷
常
住

の
教
授
役
二
人
の
ほ
か
に
、
岡
山
の

藩
校
か
ら

一
月
の
う
ち
十
五
日
間
、
閑
谷

へ
通
勤
す
る
教
授
役
が
あ
つ
た
よ
う
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)
に
は
、
閑
谷
常
住
の
教
授
役
と
し
て

有
吉
和
介

・
淺
野
定
次
郎

の
二
人
が
い
た
が
、
同
年
十
月
、
更
に
鷹
取
瀬
介
が
、

一
ケ
月
十
五
日
閑
谷
へ
參
り
、
學
房

二
居
住
、
有
吉
和
介

二
申
談
、
勤
學
可
有

之
候
。
(申
略
)
且
又
、
月
次
之
講
釋
、
和
介
當
病
等

二
て
不
參
之
節
は
、
臨
時

二
講
釋
可
被
相
勤
候
。

⑳

と
命
ぜ
ら
れ
、
こ
の
鷹
取
瀬
介

の
閑
谷
へ
の
通
勤
教
授
役
は
明
和
七
年
か
ら
安
永

五
年

(
一
七
七
六
)
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
安
永
五
年
六
月
に
杉
本

0

佐
七
が
こ
れ
に
代
わ
つ
て
い
る
。
そ
の
後
、
幕
末
に
近
い
頃
に
も
安
政
六
年

(
一

八
五
九
)
五
月
か
ら
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)
二
月
か
け
て
、
下
野
秀
太
郎

(閑
雲
)
が

一
一
七
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「閑
谷
諸
生
教
授
役
通
勤
」
を
仰
付
ら
れ
て
い
匏
。

な
お
又
、
文
政
初
年
頃
か
ら

「教
授
役
助
」
あ
る
い
は

「
教
授
添
役
」
と

い
う

職
名
が
見
ら
れ
る
。
文
政
四
年

(
一
八
一二

)
の
頃
、
閑
谷
學
校
の
教
授
役
ど
し
て

は
、
近
藤
善
介

.
横
山
忠
右
衞
門
の
兩
人
が
そ
の
任
に
在
つ
た
が
、

『備
陽
國
學

記
録
』
の
同
年
五
月
十
七
日
の
條
に
、

千
原
多

一
郎
義
、
閑
谷
御
書
物
方
井
教
授
役
差
合
候
節
、
助
相
勤
候
樣
、
被
仰

付
候
。

と
あ
り
、
こ
こ
に
初
め
て

「教
授
役
助
」

の
職
名
が
見
ら
れ
る
。
當
時
、
千
原
多

一
郎
は
、
閑
谷
學
校
の
御
作
事
方
で
も
あ
り
、
御
作
事
方
を
勤
め
つ
つ
教
授
役
助

(井
に
御
書
物
方
)を
兼
帶
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
文
政
十

一
年
に
は
有
吉
太

郎
三

(御
藏
方
)
が
、
千
原
多

一
郎
に
代
わ
つ
て
教
授
役
助
と
な
つ
て
い
る
。
ま
た

『
備
陽
國
學
記
録
』
の
天
保
七
年

(
一
八
三
六
)
正
月
廿

一
日
の
條
に
は
、

有
吉
讓
介
、
年
來
學
業
出
精
、
致

上
達
候

二
付
、
教
授
添
役
被
仰
付
候
。
秋
山

太
郎
左
衞
門
申
合
、
可
相
勤
候
事

。

と
見
え
、
當
時
の
閑
谷
學
校
教
授
役
秋
山
太
郎
左
衞
門
の
下
で
、
有
吉
讓
介

(謙

齋
)

が

「敏
授
添
役
」
を
仰
付
ら
れ
て
い
る
。
恐
ら
く

「教
授
役
助
」
と

「教
授

添
役
」
と
は
別

の
役
職
で
は
な
く
、
同
じ
役
職
の
異
稱
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
教
授
添
役
有
吉
讓
介
は
天
保
十
年
頃
に
は
教
授
役
に
昇
任
し
て
い
る
。
そ
の

後
も
、
文
久
元
年
(
一
八
六

一
)
頃
か
ら
元
治
元
年
(
一
八
六
四
)頃
に
か
け
て
、
閑
谷

學
校
教
授
役
山
本
源
大
夫
の
下
で
、
教
授
役
助
と
し
て
有
吉
覺
彌
の
名
が
見
え
、

更
に
明
治
二
年
に
は
千
原
助
之
丞
、
明
治
三
年
に
は
星
島
良
李

・
申
村
新
次
郎

・

武
元
文
仲
ら
が
閑
谷
學
校
教
授
役
助

と
し
て
、
そ
の
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。

閑
谷
學
校
の
創
立
以
後
、
明
治
三
年
の
學
校
閉
鎮
に
至
る
闘
、
閑
谷
學
校
の
教

二

八

授
役
を
勤
め
た
人
、
お
よ
び
、
そ
の
各
々
の
在
職
期
間
等
に
つ
い
て
は
、
明
細
に

書
き
留
め
た
記
録
が
傳
わ
ら
ず
、
そ
の
す
べ
て
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
な

い
の
で
あ
る
が
、
殘
存
す
る
史
料
か
ら
知
り
得
る
限
り
で
、
閑
谷
學
校
の
教
授
役

を
勤
め
た
人
々
を
(通
勤
教
授
役
お
よ
び
敏
授
役
助
を
も
含
め
て
)
擧
げ
て
み
る
と
、
大

體
、
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

市
浦
清
七
郎

(延
寳
八
年
以
前
)
通
勤

結
城
新
之
丞

(延
寶
八
年
～
)
通
勤

小
原

善
助

(延
寳
八
年
～
)
通
勤

日
笠
喜
三
郎

(寳
永

・
正
徳
頃
)

有
吉

和
介

(寳
暦
+
三
年
～
寛
政
+
二
年
)

淺
野
定
次
郎

(明
和
七
年
～
安
永
六
年
力
)

鷹
取

瀬
介

(明
和
七
年
～
安
永
五
年
)
通
勤

杉
本

佐
七

(安
永
五
年
～
)
通
勤

山
本
銀
次
郎

(安
永
六
年
～
天
明
七
年
頃
)

萬
波
甚
太
郎

(天
明
七
年
四
月
～
+
一
月
)

萬
波
勘
次
郎

(享
和
元
年
～
)

有
吉

行
藏

(文
化
三
年
～
文
政
三
年
)

武
元

立
丞
-
(文
化
+
年
～
文
政
元
年
)

近
藤

善
介

(文
政
三
年
九
月
～
十
二
月
)

横
山
忠
右
衞
門

(文
政
三
年
～
天
保
五
年
)

千
原
多

一
郎

(文
政
四
年
～
同
+

一
年
)
数
授
役
助

有
吉
太
郎
三

(文
政
+
一
年
～
)
教
授
役
助

秋
山
太
郎
左
衞
門

(天
保
五
年
～
同
+

一
年
)



齋
藤
萬
三
郎

(天
保
五
年
～
同
六
年
)

有
吉

讓
介

(天
保
七
年
～
安
政
五
年
)

下
野
秀
太
郎

(安
政
六
年
～
文
久
元
年
)
通
動

山
本
源
大
夫

(文
久
元
年
～
明
治
元
年
力
)

有
吉

覺
彌

(文
久
元
年
～
元
治
元
年
頃
)
教
授
役
助

横
山
松
三
郎

(明
治
二
年
～
同
三
年
)

千
原
助
之
丞

(明
治
二
年
～
同
三
年
)
数
授
役
助

藤
田
恕

一
郎

(明
治
三
年
)

星
島

良
丞
コ
(明
治
三
年
)
教
授
役
助

通
勤

中
村
新
次
郎

(明
治
三
年
)
数
授
役
助

通
勤

武
元

文
仲

(明
治
三
年
)
敏
授
役
助

以
上
の
う
ち
、
最
も
長
期
に
わ
た
つ
て
教
授
役
を
勤
め
て
い
る
の
は
、
有
吉
和
介

(藏
器
)

で
あ
つ
て
、

寳
暦
十
三
年
か
ら
明
和

・
安
永

・
天
明
年
閭
を
經

て
寛
政

十
二
年
に
至
る
、
實

に
三
十
八
年
の
長
き
に
わ
た
つ
て
そ
の
職
に
在

り
、

そ

の

間
、
閑
谷
學
校
の
校
風
の
最
も
振
興
さ
れ
た
時
期
を

つ
く
り
出
し
た
。
有
吉
和
介

に
次

い
で
は
、
そ
の
子
有
吉
行
藏

(華
峰
)

の
文
化
三
年
か
ら
文
政
三
年
に
至
る

十
五
年
、
横
山
忠
右
衞
門

(思
齋
)
の
文
政
三
年
か
ら
天
保
五
年
に
至
る
十
五
年
、

有
吉
譲
介

(繋

、
牌

のの
襯
)
の
天
保
七
年
か
ら
叢

葦

に
至
る
一手

三
年
な

ど
が
、
長
期
に
わ
た
つ
て
教
授
役
を
勤
め
た
人
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
。

殊
に
、
閑
谷
學
校
が
そ
の
全
盛
期

を
迎
え
る
よ
う
に
な
つ
た
開
和

・
安
永

・
天

明
期
の
頃
以
後
、
幕
末
期
に
か
け
て
、
閑
谷
學
校
に
近
い
地
元
の
村
で
あ
る
和
氣

か
せ
き

郡
働
村
の
大
庄
屋
で
あ
つ
た
有
吉
家

一
門

の
中
か
ら
、
有
吉
和
介

・
行
藏

・
讓
介

と
、
相
次

い
で
閑
谷
學
校

の
教
授
役

を
出
し
、
し
か
も
、
歴
代

の
教
授
役

の
中
で

郷
學

「閑
谷
學
校
」
の
設
立
と
そ
の
機
構
に
つ
い
て

も
、

こ
の
有
吉
家

の
三
人
が
、

い
ず
れ
も
特
に
長
期
に
わ
た
つ
て
、
そ
の
職
に
在

り
、
閑
谷
學
校

の
教
育

の
上
に
、
有
吉
家

の
人
々
が
極
め
て
深

い
關
係
を
も

つ
た

こ
と
は
、
注
目
に
價
す
る
こ
と
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

讀
書
師
お
よ
び
習
字
師
は
、
教
授
役

の
下

に
あ
つ
て
、
教
授
役
を
輔
佐
し
て
、

閑
谷
諸
生
の
教
育
を
最
も
身
近
に
擔
當
す
る
教
官
で
、
日
々
、
習
字
所
あ
る
い
は

習
藝
齋
に
出
勤
し
て
、
諸
生
の
讀
書
な
ら
び
に
習
字

に
つ
い
て
の
指
導

に
當
た
つ

た
も
の
で
あ
る
。
讀
書
師

・
習
字
師
あ
わ
せ
て
、
大
體
、
數
人
な

い
し
十
人
ぼ
か

り
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
讀
書
師
お
よ
び
脅
字
師
は
、
前
竭
の
文
化
十
年
の
閑
谷
學
校
職

員

の
例

の
場
合
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
讃
書
師
ま
た
は
習
字
師
と
し
て
專
任
の

者
も
あ
つ
た
が
、
地
方
山
林
方
、
作
事
方
、
御
藏
方
、
筆
紙
墨
方
な
ど
の
事
務
を

擔
當
し
て
い
る
職
員
が
、
同
時
に
ま
た
、
讀
書
師
も
し
く
は
習
字
師
を
象
帶
し
て

い
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
讃
書
師

・
習
字
師
は
概
ね
閑
谷
に

常
住
勤
務
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
が
、
教
授
役
に
岡
山

の
藩
校
か
ら

の
逋
勤
教
授

役

の
も
の
が
時
に
は
あ
つ
た
の
と
同
樣
に
、
讀
書
師
や
習
字
師
に
も
、

一
月

の
う

ち
何
日
間
か
日
限
を
定
め
て
藩
校
か
ら
通
勤
し
て
い
る
も
の
も
間
々
あ
つ
た
よ
う

で
あ
る
。

閑
谷
學
校
の
現
地
に
お
け
る
校
務
運
營
の
機
構
、
職
員
の
組
織
な
ど
は
、
大
略

、以
上
の
よ
う
で
あ

つ
た
が
、
閑
谷
學
校
の
教
育
に
關
す
る
最
高
の
責

任

者

と

し

て
、
こ
れ
を
總
轄
指
導
す

べ
き
任
を
負
う
て
い
た
の
は
、
寳
永
四
年
以
來
、
岡
山

藩
校

の
長
た
る
學
校
奉
行
で
あ
つ
た
。
從

つ
て
、
閑
谷
學
校
に
お
け
る
例
年
の
主

要
な
行
事
で
あ
る
春
正
月

の
讀
初
の
儀
、
お
よ
び
、
秋
八
月
の
釋
茱
に
は
、
學
校

奉
行
は
、
そ
の
儀
式
の
主
宰
者
と
し
て
、
必
ず
閑
谷
に
出
張
し
て
、
そ
の
儀
を
執

=

九



人

文

學

論

集

り
行
な

い
、
ま
た
、
そ
れ
以
外

の
と
き
で
も
、
折
々
は
閑
谷
學
校
に
お
け
る
教
育

の
状
況
を
檢
分
す
る
た
め
に
現
地
に
赴
い
て
、
諸
般
の
こ
と
に
つ
い
て
教
示
し
指

導
す
る
義
務
が
あ
つ
た
。

五

閑
谷
學
校
の
入
學
規
則
、
お
よ
び
、
入
學
後
に
お
け
る
生
徒
の
課
業
規
則
に
つ

い
て
、
そ
の
大
體
を
要
約
し
て
書
き
記
し
て
い
る
最
も
ま
と
ま
つ
た
史
料
と

い
い

得
る
も
の
は

『備
陽
國
學
記
録
』
の
文
化
十

一
年

(
一
八
一
四
)
四
月
十
四
日
の
條

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
記
事
、
す
な
わ
ち
、

こ
の
日
、
丹
後
田
邊
藩
主
牧
野
豊
前
守

か
ら
の
照
會
に
答
え
て
、
當
時
閑
谷
學
校

の
教
授
役

で
あ
つ
た
武
元
立
夲

(君
立
)

が
記
録
し
た
閑
谷
學
校

の
諸
則
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
文

の
記
録
は
、
池
田
家
文
庫

の
申
に
他
に
も
書
寫
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
り
、

ま
た

『
閑
谷
黌
史
」

(明
治
二

+
四
年
刊
)
『閑
谷
讀
本
』

(昭
和
六
年
刊
)

『池
田
光
政
公
傳
』
(昭
和
七
年
刊
)
「
岡

山
市
史
』
第
三

(昭
和
+
二
年
刊
)
な
ど
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
諸
則
の

中
か
ら
主
要
な
る
諸
項
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、

一
、
民
聞
の
子
弟
入
學
致
度
者
は
、
其
願
書
、
家
主
名
到
、
村
役
人
奥
書
に
て

見
屆
、
教
授
當
に
て
指
出
さ
せ
、
岡
山
學
校
惣
奉
行
聞
屆
之
上
、
學
房
相
渡

し
校
厨
支
度
等
申
付
る
。
家
中
子
弟
入
學
も
、
願
書
右
兩
役
當
差
出
さ
せ
、

同
樣
取
計
之
事
。

一
、
近
村
入
學
日
通
の
も
の
、
是
又
願
書
指
出
さ
せ
、
聞
屆
之
上
、
習
字
所

・

講
堂

へ
出
席
せ
し
む
。

一
、
他
領
よ
り
入
學
願

の
も
の
は
、
領
内
縁
家
又
は
由
緒
有
之
も
の
、

一
ケ
年

限
引
受
、
民
間
逗
留
願
書
郡
方

へ
指
出
さ
せ
、
引
受
主
よ
り
入
學
願
出
さ
し

一
二
〇

む
。

一
、
學
派
は
國
學
之
通
、
純
粹
朱
論
を
守
る
。

(國
學
は
藩
校
の
こ
と
)

一
、
諸
生
素
讀
は
孝
經

・
小
學

・
四
書

・
五
經
、
追
々
左

・
國

・
史

・
漢
と
讀

せ
、
五
經
讀
掛
り
し
比
よ
り
、
小
學
講
習
致
さ
せ
、
夫
よ
り
四
書
研
究
、
其

力
に
應
し
、
五
經

・
左
傳

・
歴
史

・
諸
子

・
賢
傳
等
、
會
業
相
定
め
、
尤
民

間
子
弟
多
く
は
習
字

・
素
讀
而
已
に
て
退
校
、
農
業
致
さ
し
む
る
故
、
專
ら

孝
悌
忠
信
之
道
を
着
實
に
講
究
致
さ
せ
、
實
行
を
本
と
し
て
、
俊
秀

の
も
の

は
其
餘
力
を
以
て
、
博
文
に
導
き
、
詞
章
に
も
及
ほ
さ
し
む
。

一
六

四
時
よ
り
講
堂
出
座
、
講
釋
絡
、
習
字
所
九
ツ
孚
時
ま
て
習
字

・
復

讀
。

二
七

四
時
よ
り
習
字
所
出
座
、
習
字
清
書
、
復
讀
九
ッ
孚
時
ま
て
。

三
八

四
時
よ
り
習
字
所
、
習
字

・
新
讀
九
ツ
坐
-時
ま
て
、
八
ツ
時
よ
り
習

藝
齋
出
席
。

四
九

四
時
よ
り
習
字
所
、
習
字

・
新
讀
九
ツ
坐
-時
ま
て
。

五
十

休
暇
、
浴
。

右
日
課
之
外
、
諸
生
の
望
に
應
し
、
教
授

・
讀
書
師
自
宅
に
て
會

讀

を

修

し
、
五
十
休
日
の
外
、
毎
日
七
ツ
時
よ
り

一
時
休
憩
、
其
餘
は
朝
六
牢
時
よ

り
夜
四
時
迄
、
會
業
寸
暇
な
き
様
勉
勵
せ
し
む
。

一
、
講
堂
講
釋
、

一
六
之
日
、
四
書
循
環
に
教
授
役
之
を
勤
む
。

一
、
苺
月
朔
旦
、
習
藝
齋
に
て
白
鹿
洞
竭
示
講
釋
、
讃
書
師

・
大
生
等
、
輪
番

二
講
す
。

一
、
朔
日
、
習
字
所
に
て
文
字
札
取
ら
し
め
、

其
讀
書

・
記
憶

の
力
を
試
む

事
、
岡
山
學
校
に
同
し
。



一
、
習
藝
齋
三
八
の
日
講
釋
、
五
經
井
賢
傳
類
、
讀
書
師
輪
番
に
相
勤
、
次
に

大
生
講
習

一
座

つ
丶
、
小
生
試
讀

一
人

つ
丶
修
業
。

一
、
習
字
所
、
日
々
教
授
見
屆
、
讀
書
師
出
勤
、
小
生
習
字

・
讀
書
、
大
生
讀

書
共
致
さ
せ
、
尤
讀
書
は
竹
鬮
に
諸
生
名
前
書
付
、
讀
書
師

へ
分
配
致
し
、

其
人
數
呼
出
し
、
二
人

つ
丶
授
讃
せ
し
む
。

一
、
學
房

一
局
々
々
、
大
生

・
小
生
見
合
、
四
五
人
程

つ
丶
一
所
に
差
置
、
毎

局
大
生

一
人
頭
分
相
極
、
諸
事
取
締
り
致
、
井
小
生
句
讃
を
も
授
く
。

一
、
諸
生
讀
書
、
教
授

・
讀
書
師
家

々
に
て
、
月
に
十
二
度
つ
丶
會
業
相
極
、

四
人

つ
丶
順
番
に
授
讀
せ
し
む
。

一
、

一
之
夜
、
教
官
宅
に
て
六
ツ
時
よ
り

一
時
之
間
、
諸
生
試
讀
致
さ
せ
、
小

學

・
四
書

・
五
經
、
各
三
四
人

つ
丶
一
組
に
て
讀
合
致
、
忘
字
間
違
互
に
正

し
合
、
甲
乙
に
隨
ひ
席
順
を
定
む
。

一
、
二
之
日
詩
會
、
月
に
三
度
宿
題
出
し
候
事
。

一
、
毎
月
十
五
日
、
文
會
を
開
く
。

一
、
習
字

・
學
業
格
別
出
精
の
も
の
、
年
末
に
相
改
、
教
授
役

・
見
屆
役
よ
り

岡
山
學
校
惣
奉
行

へ
申
逹
、
爲
賞
賜
、
銀
子
及
ひ
書
籍
を
下
賜
す
。

一
、
文

庫
之
書
籍
、
諸
生
望
次
第
、
之
を
貸
與
す
。

大
體
以
上
の
よ
う
な
項
目
が
竭
げ
ら
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
諸
則
が
閑
谷
學
校
で
制
定
さ
れ
た
の
は
、

い
つ
で
あ

つ
た
の
か
、
そ
の
點
は
は

つ
き
り
と
は
到
ら
な

い
。

『池
田
光
政
公
傳
』
や

『岡

山
市
史
』
に
、
延
寳
二
年
四
月
朔
日
制
定
の

「
閑
谷
學
校
壁
書
」

の
あ
と
に
す
ぐ

つ
づ
け
て
、
こ
の
諸
則
を
載

せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
諸
則
毛
、
壁
書
と
同
じ

日
の
制
定
と
う
け
と
ら
れ
て

い
る
場
合

が
間
々
見
う
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
誤
解

郷
學

「閑
谷
學
校
」
の
設
立
と
そ
の
機
構
に
つ
い
て

で
あ
る
。

『
閑
谷
黌
史
』
に
も
、
こ
の
規
則
は
學
校
創
立
當
初

の
も

の

で

は

な

く
、
後
年
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
年
時
を
詳
ら
か
に
し
得
な

い
と

⑳

註
し
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
推
考
し
て
、
藩
主
池
田
治
政
の
代
、
明
和
七
年

(
一

七
七
〇
)

を
溯
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
こ
こ
に
記
さ
れ

て
い
る
諸
項
目
の
う
ち
、
月
の
う
ち

一
の
日

・
六
の
日
に
講
堂
で
教
授
役

に
よ
つ

つ
き
な
み

て
行
な
わ
れ
る
四
書
の
講
義

(月
次
の
講
釋
と
い
う
)
、
お
よ
び
、

三
の
日

・
八
の

日
に
習
藝
齋
で
行
な
わ
れ
る
五
經
等
の
講
義
が
、
こ
の
よ
う
な
は

つ
き
り
と
し
た

か
た
ち
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
の
は
、
明
和
七
年
か
ら
と
推
定
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
石
川
謙
博
士
も
、
そ
の
著

『
近
世
の
學
校
』
の
中
で
、
こ
の
閑
谷
學

校
の

「課
業
規
則
」
の
制
定
さ
れ
た
時
期
を
考
え
て
、

「お
そ
ら
く
明
和
七
年
十

　

月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
石
川
博
士
が
特
に
こ
の
日

に
限
定
さ
れ
た
根
據
は
、
お
そ
ら
く

『
閑
谷
讃
本
』
に
附
録
さ
れ
て
い
る

「閑
谷

學
校
史
年
表
」
の
明
和
七
年
の
條
に

「十
月
十
六
日
、
教
科
を
更
張
し
、
習
藝
齋

に

一
ケ
月
六
次
講
書
の
擧
を
起
し
、
督
學
市
浦
清
七
郎
よ
り
吏
員

へ
旨
を
傳
ふ
」

と
あ
る
記
事
に
も
と
つ
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
表
の
典
據
と
察
せ
ら

れ
る

『
備
陽
國
學
記
録
』
の
十
月
十
六
日
の
條
の
記
事
を
見
る
と
、
た
し
か
に
、

習
藝
齋
に
お
け
る

一
ケ
月
六
次
の
講
書
、
講
堂
に
お
け
る
月
次
の
講
書
開
始
に
關

連
し
た
記
事
が
竭
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
か
ら
、
こ
れ
ら
の
講
義
が
新
た
に
始

め
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
と
い
う
こ
と
は

い
い
得
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
日
を
も

つ
て

「
課
業
規
則
」
制
定
の
日
で
あ
る
と
ま
で
推
定
す
る
根
據
は
見
出
せ
な

い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
結
局
、
こ
の
閑
谷
學
校

の
諸
則
は
、
そ
の
制
定

の
年
月
日
ま
で

も
明
確
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
大
體
、
明
和
七
年
以
後
、
間
も
な

い

頃

の
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

一
一'二



人

文

學

論

集

こ
の
諸
則
の
う
ち
前
段

の
三
ケ
條

は
入
學
規
則
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、

閑
谷
學
校

の
入
學
者
は
、
庶
民

の
子
弟
を
主
體
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
家
中

の

武
士
の
子
弟
、
ま
た
他
領

の
も
の
も
、
希
望
に
よ
り
入
學
で
き
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
そ
し
て
入
學
者
は
大
體
校
内

の
學
房
に
寄
宿
す
る
の
で
あ
る
が
、
學
校
の
近

村

の
も
の
は

「
日
通
い
」
と
し
て
自
宅
か
ら
逋
學
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
入
學
者

は
こ
れ
を
總
稱
し
て
諸
生
と
呼
ん
で

い
る
が
、
諸
生
の
う
ち
を
大
生
と
小
生
と
に

分
け
て
い
る
。
大
生
は
元
服

の
者
で
あ
つ
て
成
年
に
達
し
た
者
、
小
生
は
元
服
以

前

の
少
年
で
あ
つ
た
。
な
お
、
他
領

か
ら

の
入
學
者
に
つ
い
て
は
、
領
内
の
縁
家

ま
た
は
由
緒
あ
る
者
が

コ

ケ
年
限
引
受
」
、
民
問
逗
留
願
を
郡
方

へ
出
し
、
引

受
主
か
ら
入
學
願
を
出
す
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に
は

コ

ケ
年
限
」
で
は
な

く
數
年
在
學
し
て
い
る
者
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

『
備
陽
國
學
記
録
』
弘
化
三

年

(
1
八
四
六
)
八
月
廿
八
日
の
條
に
、

大
鳥
慶
太
郎

三
年
前
入
學
致
、
幼
年

二
候
得
共
、
無
懈
怠
相
詰
、
格
別

二
學
問
出
精
致
候

二

付
、
爲
御
賞
、
詩
經
集
註
壹
部
被
下
候
。

と
あ
る
が
、
こ
の
大
鳥
慶
太
郎
は
、
後
に
幕
臣
と
な
つ
て
、
維
新
の
際
、
榎
本
武

揚
と
と
も
に
箱
館
五
稜
郭
を
守

つ
た
大
鳥
圭
介
で
、
播
磨
國
赤
穂
郡
の
人
で
あ
る

M

が
、
弘
化
三
年
當
時
す
で
に
在
學
三
年
に
及
ん
で
い
る
。
幕
末
の
頃
に
は

一
年
限

り
と

い
う
年
限
が
ゆ
る
め
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、

一
年
限
り
と
い
う
の
は
、

引
受
人
が

一
年
毎
に
願
を
更
改
す
れ
ぼ
よ
か
つ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。

閑
谷
學
校

の
諸
生
の
數
が
、
年
々
ど
の
く
ら

い
あ
つ
た
の
か
、
こ
れ
を
明
ら
か

に
し
得
る
史
料
は
極
め
て
乏
し

い
。
ま
と
ま
つ
た
史
料

の
傳
わ
る
も
の
は
な
く
、

た
ま
た
ま
二
三
の
記
録
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
の
が
散
見
さ
れ
る

の
み

で
あ

=
三

る
。
そ
の
よ
う
な
記
録

の

一
つ
に
、
幕
末

の
熊
本
藩
士
横
井
小
楠

の
書

い
た

『
遊

歴
聞
見
書
』
が
あ
る
。
横
井
小
楠
は
嘉
永
四
年

(
一
八
五
一
)
諸
國
遊
歴
の
途
上
、

閑
谷
學
校
に
立
寄

つ
て
い
る
が
、
そ
の
時
の
樣
子
、
お
よ
び
、
そ
の
印
象
を
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

閑
谷
學
校
に
も
參
り
拜
見
仕
候
。
御
城
下

(岡
山
)

よ
り
八
里
位
東
に
當
り
候

深
山
之
内
に
御
建
方
に
相
成
申
候
。
是
は
烈
公

(光
政
)
御
廻
在
之
節
、
此
地

に
御
出
被
成
候
處
、
深
山
幽
谷
、
誠
に
澄
心
至
極
之
地
に
て
、
御
家
中
若
者
共

学
業
無
類

の
處
と
御
見
立
被
成
、
學
校
御
建
方
被
成
、
閑
谷
と
名
を
も
御
付
に

相
成
申
候
。

(中
略
)
江
戸
聖
堂
之
外
は
天
下
に
如
此
壯
麗
之
學
校
は
有
御
座

瓱
間
敷
被
存
候
。
其
内
、
講
堂
之
側
に
三
疊
二
間

・
四
疊
牛
の
間
有
之
。
是
は
君

侯
御
出
之
節
御
休
息
の
所
に
て
御
座
候
。
殊
之
外
麁
略
な
る
普
請
に
て
、
柱
は

ふ
し
あ
る
末
木
之
樣
に
て
、
先
き
細
り
を
其
儘
荒
か
ん
な
に
て
用
ひ
、
天
井
は

矢
篠
竹
に
て
御
座
候
。
是
は
烈
公
御
代
の
も
の
、
由
に
御
座
候
。
美
麗
無
限
學

校
に
、
御
居
間
は
右
之
通
に
有
之
候
は
、
誠
に
感
入
申
候
。

(中
略
)
烈
公
思

召
に
て
以
前
は
岡
山
よ
り
諸
生
參
り
詰
め
居
り
候
得
共
、
當
時
は
左
樣
の
事
無

御
座
候
。
近
村
之
郷
士

・
醫
生
、
又
は
他
國
の
も
の
十
輩
計
り
も
寮
詰
め

い
た

へ

も

う

し
居
候
。
尤
岡
山
よ
り
教
官

一
人
、
外
に
諸
役
人
參
居
申
候
て
、
彼
是
之
世
話

仕
候
。

こ
の
聞
見
記
か
ら
み
る
と
、
嘉
永
四
年
當
時
の
閑
谷
の
諸
生
は
、
十
人
ば
か
り
の

も
の
が
在
寮
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ま
り
多
く
は
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
の
ほ
か
に
日
通

い
の
諸
生
も
か
な
り

い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
實
數
は
や

や
上
廻
る
で
あ
ろ
う
。
嘉
永
四
年
當
時
は
、

『備
陽
國
學
記
録
」
に
も
、

「
近
來

　

讀
書
師
人
少
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
や
や
低
調
な
蒔

期
で
も
あ
つ
た
の
で
あ



ろ
う
。
嘉
永
五
年
正
月
に
、
閑
谷

の
諸

生
で
年
來
怠
り
な
く
勉
學
に
勵
ん
だ
も
の

と
し
て
褒
賞
さ
れ
て

い
る
者
に
、
播
州
下
伊
勢
村
岩
田
泰
藏
、
和
氣
郡
南
方
村
嘉

三
郎
、
同
南
方
村
岩
藏
、
同
下
田
土
村
佐
介
、
同
井
田
村
徳
三
郎
、
兒
島
郡
周
井

村
梅
太
郎
、
同
大
崎
村
武
太
郎
、
邑
久
郡
鹿
忍
村
基
作

の
八
人
の
名
が
擧
が
つ
て

い
る
の
篳

こ
れ
ら

の
人
々
が
・
横
井
小
襲

訪
れ
た
頃
の
閑
谷
の
諸
生
の
う
ち

に
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
當
時
の
閑
谷
學
校
教
授
役
は
有
吉
讓
介
で
あ
る
。

こ
の

『
遊
歴
聞
見
書
』
の
記
事
の
ほ
か
に
は
、

「
備
陽
國
學
記
録
」
の
文
久
二

年

(
一
八
六
二
)
九
月
十
二
日
の
條
に
、

も

も

マ

も

り

う

あ

う

ヤ

へ

御
國
中
之
民
并
近
國
他
藩
之
者
共
迄
、
入
學
相
頼
、
當
時
は
諸
生
共
三
十
人
計

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヲ
限
と
相
定
、
日
夜
學
問
修
行
仕
候
。

と
見
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
頃
は
、

ほ
ぼ
三
十
人
が
閑
谷
諸
生
の
定
員
で
あ
つ
た

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
校
内
の
學
房
寄
宿
者
の
人
員
で
あ
つ
て
、
日
通

い
の
諸
生
の
數
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
な

い
。
な
お
、
さ
き
の

『
遊
歴

聞
見
書
』
に
は
、
嘉
永
四
年

の
頃
に
は
岡
山
藩

の
家
中

の
武
士
の
子
弟

の
入
學
者

は
な
か
つ
た
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

『備
陽
國
學
記
録
』
の
慶
應
元

年
七
月
三
日
の
條

に
は
、
こ
の
こ
ろ
藩

の
文
武
總
督
で
あ
つ
た
池
田

兵

庫

か
ち

「左
之
面
々
へ
閑
谷
入
學
修
行
被
仰
渡
有
之
」

と
し
て
、
藩
士
の
子
弟
八
人
、
岩

井
虎
助

・
勝
部
英
二

・
村
上
勇
次
郎

・
小
原
大
藏

・
河
上
市
之
丞

.
野
間
八
太
郎

・
加
藤
寅
次
郎

・
草
加
五
郎
右
衞
門

の
名
を
擧
げ
、

「
右
三
ケ
年
閑
谷

へ
罷
越
、

修
行
可
致
旨
被
仰
付
、
尤
壼
人
御
扶
持

ツ
・
被
下
」
と
あ
つ
て
、
藩
か
ら
の
命
令

と
し
て
三
ケ
年
閑
谷
學
校

へ
入
學
修
行
が
仰
付
ら
れ
、
そ
の
學
費
と
し
て
各
人
に

一
人
扶
持
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
池
田
兵
庫
は
、
前
年
の
元
治
元
年

(
一
八
六
四
)

正
月
に
、
岡
山
藩
の
文
武
振
興
の
趣
意
に
よ
つ
せ
新
た
に
置
か
れ
た
文
武
總
督
に

郷
學

「閑
谷
學
校
」
の
設
立
と
そ
の
機
構
に
つ
い
て

任
ぜ
ら
れ
、
慶
應
元
年
三
月
に
文
武
總
引
受
岸
織
部
と
と
も
に
、
閑
谷
學
校
の
檢

分
に
赴

い
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
池
田
兵
庫
は
閑
谷
學
校

の
修
學

の
場
と
し
て
好

適
な
る
を
知
つ
て
、
藩
士
の
子
弟

の
う
ち
か
ら
前
記
八
人
の
者
を
特
に
選
ん
で
、

閑
谷
學
校
に
入
學
せ
し
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
明
治
元
年

(
一
八
六
八
)
當
時
の
閑
谷
諸
生
の
名
簿
の
書
寫
さ
れ
た
も

の
が
、
池
田
家
文
庫
の

『
慶
應
四
戊
辰
漫
録
』
と
題
す
る
記
録
の
う
ち
に
收
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
閑
谷
學
校
の
諸
生
は
、
す
べ
て
五
十
四

人
で
、
か
な
り
多

い
。
そ
し
て
、
こ
の
五
十
四
人
の
う
ち
、
藩
士
の
子
弟

が
十
五

人
、
領
内
庶
民

の
子
弟
が
三
十
九
人
、
そ
の
う
ち
九
人
が
日
通

い
の
諸

生

な

の

で
、

四
十
五
人
が
學
房

の
寄
宿
生
で
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、

こ
の
年
に

は
、
他
領
か
ら
の
入
學
者
は
み
ら
れ
な
い
。

右
の
よ
う
な
閑
谷
學
校
入
學

の
諸
生
の
具
體
的
な
數
字

の
出
て
く
る
史
料
は
、

嘉
永
四
年
以
後
の
幕
末
期
の
も
の
ば
か
り
で
、
そ
れ
以
前

の
時
期

の
入
學
者

の
實

數
を
知
り
得
る
史
料
は
見
當
ら
な

い
。
た
だ

『備
陽
國
學
記
録
』
の
記

事

の
中

O

に
、
元
祿
九
年

に
は

「
閑
谷
諸
生
多
」
と
あ
り
、
寳
暦
十
三
年
に

「當
時
閑
谷
御

@

@

人
少

二
付
」

と
見
え
、
文
化
十
五
年
に
は

「
近
來
諸
生
多
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
つ
て
、
そ
の
こ
ろ
の
閑
谷
學
校
の
大
體
の
樣
子
を
察
し
得
る
だ
け

で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
擧
げ
た
幕
末
の
頃
の
數
字
か
ら
推
し
て
、
そ
れ
以
前

に
お
い
て
も
、
大
體
こ
れ
に
近

い
人
數
、
す
な
わ
ち
、
三
～
四
十
人
か
ら
五
～
六

十
人
く
ら

い
の
と
こ
ろ
を
上
下
し
て
い
た
と
推
定
し
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ
る
。
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人

文

學

論

集

次

に
、
閑
谷
學
校

に
お
け
る
諸
生

の
教
育
が
、
ど
の
よ
う
な
教
則

の
も
と
で
、

日
々
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
點
に
つ
い

て
も
、
學
校
開
設
初
期
の
頃

の
課
業

の
様
子
は
史
料

の
欠
如

の
た
め
、
は
つ
き
り

と
は
剣
ら
な

い
。
し
か
し
、
前
竭
の
課
業
規
則

に
よ
つ
て
、
閑
谷
學
校

の
教
育
活

動
が
最
も
充
實
し
た
機
構
と
内
容
を
も
つ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
明

和

・
安
永
期
か
ら
文
化

・
文
政
期
に
か
け
て
の
頃
を
中
心
と
し
た
課
業
の
状
況
は

ほ
ぼ
明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
閑
谷
學
校
に
お
け
る
學
風

の
根
本
に
つ
い
て
は
、
岡
山

の
藩
校
ど
同
樣
に

「純
粹
朱
説
を
守
る
」
と
い
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
藩
校
や
閑
谷
學
校
が
設
立
さ

れ
た
寛
文
な

い
し
延
寳
年
間
の
頃
に
は
、
設
立
者
で
あ
る
藩
主
池
田
光
政
自
身
の

學
風
が
、
か
つ
て
中
江
藤
樹
や
熊
澤
蕃
山
の
影
響
を
う
け
た
陽
明
學
か
ら
、
む
し

ろ
朱
子
學
に
か
た
む

い
て
お
り
、
秀
れ
た
朱
子
學
者
で
あ

つ
た
市
浦
清
七
郎

(毅

齋
)
や
小
原
善
助

(大
丈
軒
)
ら
が
藩

に
招
聘
さ
れ
て
、
岡
山
藩
校
初
期
の
教
授
役

と
な
り
、
ま
た
、
か
れ
ら
が
創
立
期

の
閑
谷
學
校

へ
も
教
授
役
と
し
て
出
講
し
て

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
藩
校
お
よ
び
閑
谷
學
校
の
學
風
の
根
本
が
、
創
立
の
は
じ

め
か
ら
朱
子
學
の
學
流
で
あ
つ
た
こ
ど
は
當
然
で
、
こ
の
傳
統
は
、
そ
の
後
も
邂

守
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

、

藩
主
宗
政
の
代
、
寳
暦
十
二
年
正
月
五
日
、
藩
校
讀
初

に
あ
た
つ
て
、
時
の
學

校
奉
行
河
合
專
堯

・
市
浦
直
春

(毅
齋
の
孫
)
が
、
藩
校

の
職
員

・
諸
生

一
統
に
訓

論
を
與
え
て
い
る
こ
と
は
さ
き
に
も
ふ
れ
た
が
、
そ
の
訓
鍮

の
文

の
中

に

も
、

⑧

「
學
業
程
朱
を
宗
と
す
る
事
勿
論
に
て
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
文
化
十
年

閏
十

一
月
、
伊
豫
松
山
藩
主
久
松
氏

か
ら
岡
山
藩

の
學
校

の
模
樣
に
つ
い
て
照
會

が
あ
つ
た
の
に
答
え
た
返
書
の
中
に
も
、

'

一
二
四

一
、
學
流

朱
子
學

當
時
朱
子
學
と
唱
候
に
も
、
樣
子
模
樣
も
御
座
候
得
土
ハ、

當

校

二
而

は
、
正
旨
純
粹

二
相
守
、
他
説
を
交
候
義
、
無
御
座
候
。

と
記
し
て
、
岡
山
藩
の
學
校
に
お
け
る
學
流
は
、
正
に
純
粹
の
朱
子
學
説
を
墨
守

⑭

し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

「純
粹
朱
説
を
守
る
」
こ
ど
は
、
藩
校
に
お

い

て
も
、
ま
た
閑
谷
學
校
に
お

い
て
も
、
そ
の
創
設
期
以
來
の

一
貫
し
た
學
風
の
根

本
で
あ

つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。

諸
生
に
對
す
る
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
、

一
般
諸
生
に
、
ま
ず
す
べ
て
課
せ
ら

れ
た
の
は
習
字
と
、
孝
經

・
小
學

・
四
書

・
五
經
の
素
讀
で
、
次

い
で
、
左
國
史

漢
、
す
な
わ
ち
左
傳

・
國
語

・
史
記

・
漢
書
な
ど
の
中
國
の
史
書
に
も
及
ん
だ
。

こ
の

一
般
諸
生
に
ま
ず
課
せ
ら
れ
る
習
字

・
讃
書
は
、
休
日
で
あ
る
五
の
日
と
十

の
日
を
除

い
て
、
毎
日
四
ツ
時
(午
前
+
時
)
か
ら
九
ツ
牛
時
(午
後

一
時
)
ま
で
習
字

所

に
お

い
て
、
習
字
師
お
よ
び
讃
書
師
の
指
導
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の

う
ち

一
の
日
と
六
の
日
の
四
ツ
時
か
ら
は
、
教
授
役
に
よ
る
講
義
が
講

堂

で

あ

り
、講
義
の
教
材

に
は
四
書
(大
學
・
申
庸
・
論
語
・
孟
子
)が
順
次
と
り
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
つ
て
い
た
。
ま
た
三
の
日
と
八
の
日
に
は
、
八
ツ
時
(午
後
二
時
)か
ら
習
[

藝
齋
で
五
經

(易
經
・
書
經
・
詩
經

・
春
秋
・
禮
記
)
お
よ
び
諸
賢
傳

の
類

の
講
釋
が

あ
り
、
こ
れ
は
讀
書
師
が
輪
番
で
勤
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
講
義
が
絡

つ
た
あ
と

で
、
大
生
の

一
グ
ル
ー
。フ
ず

つ
の
研
究
討
議
、
小
生

一
人
ず

つ
の
試
讀
が
行
な
わ

れ
た
。
以
上
が

一
般
諸
生
が
ま
ず
受
く
べ
き
必
修
の
日
課
で
、
殊
に
近
村
か
ら
の

日
通

い
の
諸
生
で
あ
る
民
問
子
弟

の
多
く
は
、
こ
れ
で
下
校
す
る
の
が
普
通
で
あ

つ
た
よ
う
で
あ
る
。
閑
谷
學
校
が
、
こ
こ
に
入
學
す
る
諸
生
の
う
ち
、

一
般
庶
民

の
子
弟
に
求
め
た
課
業
は
、
原
則
と
し
て
大
體
こ
の
程
度
の
も
の
で
あ

つ
た
よ
う



で
、
寛
政
元
年

(
一
七
八
九
)
八
月
十
九
日
、
藩
の
學
校
奉
行
小
原
彌

一
郎
が
閑
谷

⑮

學
校
に
示
し
た
論
達
の
中
に
も
、

入
學
之
諸
生
も
多
ク
在
申
之
者
義
、
詩
文
之
義
ハ
勿
論
、
書
籍
等
も
格
別
博
く

相
讃
候
義

ハ
當
用

二
無
之
義
、
四
書

・
小
學
等
講
釋
承
り
、
素
よ
り
銘
々
講
習

等
も
出
精
致
し
、
隨
分
作
法
正
く
相
守
、
高
慢
二
不
相
成
樣
相
心
得
、
村
方
手

本

二
も
相
成
候
樣
有
之
度
候
。

と
述

べ
て
い
る
こ
と
に
も
、
藩
が
閑
谷
學
校
諸
生
の
多
く
を
占
め
る

一
般
庶
民
の

子
弟
に
求
め
た
も
の
の
大
體
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
前
掲
の
諸
則
の
中
に
も
、

「民
間
子
弟
多
く
は
習
字
素
讀
而
已
に
て

退
校
、
農
業
致
さ
し
む
る
故
、
專
ら
孝
悌
忠
信
之
道
を
着
實
に
講
究
致
さ
せ
、
實

行
を
本
と
し
て
」
と

い
い
つ
つ
、

一
方

で
ま
た

「俊
秀
の
者
は
其
餘
力
を
以
て
博

文

に
導
き
、
詞
章
に
も
及
ほ
さ
し
む
」

と
い
つ
て
い
る
よ
う
に
、
庶
民
の
中
で
も

俊
秀
の
才
能
を
有
す
る
者
や
、
藩
士
の
子
弟
の
入
學
者
な
ど
に
對
し
て
は
、
よ
り

高
度
の
教
育
も
與
え
ら
れ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
學

・
四
書
に

つ
い
て
の
、
よ
り
深

い
講
習
、
更
に
、

そ
の
力
に
應
じ
て
五
經

・
左
傳
以
下
の
史

書

・
諸
子
百
家
の
書
な
ど
の
講
習
に
も
進
み
、
殊
に
學
校
に
寄
宿
し
て
い
る
諸
生

は
、
前
記
の

一
般
的
な
日
課
の
外

に
、
朝
は
六
ツ
孚
時

(午
前
七
時
)
か
ら
夜
四
ツ

時

(午
後
十
時
)
ま
で
、
七
ツ
時
か
ら

一
時

(午
後
四
時
か
ら
六
時
ま
で
)
の
休
憩
時
間

を
除

い
て
、
寸
暇
な
く
勉
強
す
る
よ
う
に
と
い
つ
て
い
る
。

『備
陽
國
學
記
録
』
の
安
永
七
年

(
一
七
七
八
)
二
月
九
日
の
條
に
次

の
よ
う
な

記
事
が
見
ら
れ
る
。

閑
谷
學
校
之
諸
生
、
和
氣
郡
北
方
村
和
七
郎
忰
和
五
郎
十
貳
歳
、
同
次
男
勇
次

郎
九
歳
、
右
兩
人
講
習
等
致
候
趣
相
逹
御
聽
、
呼
寄
、
御
後
園
江
召
連
罷
出
候

郷
學

「閑
谷
學
校
」
の
設
立
と
そ
の
機
構
に
つ
い
て

樣

二
、
先
逹
而
市
浦
善
作

へ
被
仰
付
、
今
日
召
連
罷
出
候
處
、
兩
人
共
、
於
御

前
小
學
講
釋
被
仰
付
、
和
五
郎
義

ハ
手
跡
達
者

二
仕
候
趣
も
被
爲
及
聞
召
、
於

御
前
、
大
字
御
書
せ
被
遊
、
右
相
濟
、
御
有
合
被
遊
候
御
晶
之
由

二
而
御
紙
包

壹

つ
宛
、
御
菓
子
壹
包
宛
頂
戴
被
仰
付
候
。

こ
の
記
事
は
、
安
永
七
年
當
時
閑
谷
學
校

の
諸
生
で
あ
つ
た
和
氣
郡
北
方
村

の
大

庄
屋
和
七
郎

の
長
男
和
五
郎

(-1--t1歳
)
・
同
次
男
勇
次
郎

(九
歳
)
の
兩
人
が
、
藩

主
池
田
治
政
か
ら
特
に
召
さ
れ
て
、
御
後
園

(現
在
の
後
樂
園
)
に
お
い
て
治
政
の

御
前
で
、
小
學
の
講
釋
を
行
な

い
、
ま
た
和
五
郎
は
手
跡
も
逹
者
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で

一
紙
の
書
も
か
き
、
賞
賜
さ
れ
た
こ
と
を
傳
え
て
い
る
が
、
こ
の
二
人
の

う
ち
の
兄
和
五
郎
は
、
長
じ
て
文
人

・
書
家
と
し
て
名
を
な
し
、
頼
山
陽
ら
と
も

親
交
の
あ

つ
た
武
元
登
々
庵
で
あ
り
、
弟
勇
次
郎
は
、
後
に
閑
谷
學
校
の
教
授
役

に
も
な

つ
た
武
元
立
丞
人
君
立
)
で
あ

つ
て
、
こ
の
幼
き
日
の
武
元
兄
弟
な
ど
は
、

閑
谷
學
校
に
學
ぶ
民
間
子
弟

の
諸
生
の
う
ち
、
ま
さ
に
俊
秀
な
る
も
の
の
典
型
で

あ
つ
た
と
い
つ
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
同
書

の
嘉
永
元
年

(
一
八
四
八
)
十
二
月
十
五

日
の
條
に
、
や
は
り
閑
谷
學
校
に
學
ぶ
庶
民
の
ヱ
J弟
で
あ
る
津
高
郡
辛
川
村
の
順

作
と
い
う
者
が

「當
二
月
入
學
仕
、
已
來
始
絡
相
詰
、
毎
朝
未
明
よ
り
起
、
夜
分

ハ
深
更
迄
、
讃
書
聲
相
止
不
申
、
誠

二
人
並
な
ら
さ
る
勉
強
仕
」
と
し
て
、
教
授

役
有
吉
讓
介
よ
り
褒
賞
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
も
文
字
通
り
寸
暇
な
く
勉
強

に
勵
ん
で
い
る
諸
生
の
あ
る
こ
ヒ
を
傳
え
て
い
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
熱
心
な
る
諸
生
の
希
望
を
滿
た
す
た
め
に
、
課
外
に
教
授
役
や
讀

書
師
の
宅
で
讀
書
會
な
ど
も
行
な
わ
れ
て
い
る
し
、
更
に
ま
た
、
月
に
三
度
、
二

の
日
に
は
詩
會
、
十
五
日
に
は
文
會
も
催
さ
れ
て
、
詩
文

の
才

の
あ
る
者
が
、
そ

の
才
を
磨
き
の
ぼ
し
、
そ
れ
を
発
表
す
る
會
合
も
定
例
に
も
た
れ
て
い
た
よ
う
で

=
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人

文

學

論

集

あ
る
。

閑
谷
學
校
に
お
け
る
教
科

・
教
育

の
諸
則
が
、
大
體
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
に
整

備
さ
れ
充
實
さ
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
の
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
好
學
の
藩
主
池
田

治
政
の
治
世
下
に
お

い
て
で
あ

つ
た
と
推
定
さ
れ
、
殊
に
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)

に
は
、
教
育
機
構
に
つ
い
て
大
き
な
革
新
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
の
主
な
る
も
の
の
第

一
が
・

「窟
塘
之
講
釋
」
と
呼
ば
れ
、

一
ヶ
月

に
六

度
、
閑
谷
學
校
講
堂
に
お
い
て
数
授
役

に
よ
つ
て
行
な
わ
れ
る
四
書

の
講
義
の
開

始
で
あ
り
、
第

二
が
、
習
藝
齋
に
お

い
て
、
同
じ
く

一
ケ
月
六
度
の
五
經

.
小
學

等
の
講
義
が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

講
堂
に
お
け
る
月
次
の
講
釋
が
は

U
め
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
年

の
十
月
中

の
こ

と
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は

『
備
陽
國
學
記
録
』
の
明
和
七
年
十
月
十
六

日
の
條
の
記
事
に
、

「閑
谷
月
次
之
講
釋
出
席
之
面
々
」
と
し
て
、
講
者
有
吉
和

介

の
ほ
か
に
萬
波
夫
兵
衞

・
鷹
取
瀬
介

・
淺
野
忠
次
郎

・
同
定
次
郎

.
萬
波
市
大

夫

の
名
を
擧
げ
、

「
右
出
席
之
面
々
其
外
聽
聞
之
面
々
共
、
名
元
度
々
帳
面

二
記

し
置
可
申
事
」
ど
あ
り
、
ま
た
同
日

の
別
の
條
に
、

閑
谷

二
月
次
之
講
釋
初
り
候
間
、
富
山
藤

一
郎
初
、
其
外
御
奉
公
人
志
有
之
者

ハ
、
勝
手
次
第
御
用
之
透
々
二
聽
聞

二
罷
出
候
樣

二
、
無
屹
御
申
移
置
可
有
之

候
。

と
も
あ
り
、
こ
の
後
、
月
次
の
講
釋

は
、
月
の
う
ち

一
の
日
と
六
の
日
に
、
六
度

行
な
わ
れ
る
例
と
な

つ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
十
月
十
六
日
か
、
あ
る
い
は
二
十

一

日
ご
ろ
が
、
月
次
の
講
釋
の
始
ま
つ
た
日
で
あ
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
餌

こ
の
と
き
講
義
を
行
な
つ
た
最
初
の
講
者
は
閑
谷
學
校
教
授
役
有
吉
和
介

(藏
器
)

で
あ

つ
た
。
習
藝
齋
の
講
書
は
、
前

記
の
ご
と
く
三
の
日
セ
八
の
日
に
、
や
は
り

一
二
六

月
六
度
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
も
、
そ
の
初
回
の
講
義
は
恐
ら
く
こ

の
年

の
十
月
中
で
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ
、
講
者
は
鷹
取
瀬
介
、
講
義
に
用

い
ら
れ

⑯

た
書
物
は
小
學
で
あ
つ
た
こ
ど
は
確
か
で
あ
る
。

講
堂
に
お
け
る
月
六
回
の
月
次

の
講
釋
は
、
以
後
閑
谷
學
校
に
お
け
る
課
業

の

う
ち
最
も
重
視
さ
れ
、
こ
の
講
義

に
は
閑
谷
學
校

に
學
ぶ
諸
生
の
全
員
は
勿
論
、

讀
書
師

・
習
字
師
ら
の
教
官
、
見
屆
役
以
下
事
務
職
員
も
全
員
出
席
し
、
そ
の
ほ

か
山
廻
り

・
番
人
以
下
の
諸
奉
公
人
た
ち
も
、
前
掲
の
記
事
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
志
あ
る
も
の
は
御
用
の
透
々
に
聽
聞
に
出
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。
治
政
は
、
こ
の
閑
谷
學
校
に
お
け
る
月
次
の
講
釋
を
餘
程
重
視
し
て
い
た
ら
し

く
、
こ
れ
の
始
ま

つ
た
翌
月

の
十

一
月
十

一
日
に
は
、

「閑
谷
月
次
之
講
釋
初
リ
　

候

二
付
、
右
爲
見
聞
」
と
し
て
藩
校

の
教
授
役
和
田
鐵
之
丞
を
閑
谷

へ
派
遣
し
、

翌
明
和
八
年
正
月
廿

一
日
の
月
次
講
釋
に
は
、

學
校
奉
行
市
浦
清
七
郎

(直
春
)

を
遣
わ
し
て
檢
分
芒

て
い
る
晦
・
そ
の
後
も
、
か
な
り
長
年
に
わ
た

つ
て
、
毎

月
も
し
く
は
隔
月
に

一
度
、
閑
谷

の
月
次
講
釋
檢
分
の
た
め
、
藩
校
か
ら
學
校
奉

行
か
、
上
席
の
教
授
役
を
遣
わ
し
て
、
講
義

の
席
に
列
せ
し
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
閑
谷
學
校
講
堂
に
お
け
る

一
ケ
月
六
次

の
い
わ
ゆ
る

「月
次

之
講
釋
」
、
習
藝
齋
に
お
け
る
同
じ
く

一
ケ
月
六
次
の
講
書
の
制
は
、
明
和
七
年

冬
か
ら
、
そ
の
制
が
と
と
の
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
毎
月
朔

は
く
ろ
く
ど
う

旦
、
習
藝
齋
で
行
な
わ
れ
た
白
鹿
洞
竭
示

の
講
釋
は
、
學
校
開
設
初
期
の
頃
か
ら

行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し

い
。
白
鹿
洞
掲
示
と
は
、
朱
子
が
、
そ
の
書
院

「白
鹿
洞

　

書
院
」
に
竭
げ
て
い
た
と
こ
ろ
の
學
規
で
あ

つ
て
、
内
容
は
次

の
ご
と
き
も
の
で

あ
る
。



父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、

夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、

朋
友
有
信
、

右
五
教
之
目
、

堯
舜
使
契
爲
司
徒
敬
敷
五
教
、

印
此
是
也
、

學
者
學
此
而

已
、
而
其
所
以
學
之
之
序
、
亦
有
五
焉
、
其
別
如
左
、

博
學
之
、
審
問
之
、
愼
思
之
、
明
辨
之
、
篤
行
之
、

右
爲
學
之
序
、
學

・
問

・
思

・
辨
四
者
、
所
以
窮
理
也
、
若
夫
篤
行
之
事
、

則
自
修
身
、
以
至
于
處
事
接
物
、
亦
各
有
要
、
其
別
如
左
、

言
忠
信
、
行
篤
敬
、
懲
忿
、
窒
慾
、
遷
善
、
改
過
、

右
修
身
之
要
、

正
其
義
、
不
謀
其
利
、
明
其
道
、
不
計
其
功
、

右
處
事
之
要
、

己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
、
行
有
不
得
、
反
求
諸
己
、

右
接
物
之
要
、

す
な
わ
ち
、
こ
の
掲
示

の
中
に
、
朱
子

の
學
説
を
簡
明
に
示
し
た
と
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

前
竭

の
閑
谷
學
校
の
諸
則
に
は

「
毎
月
朔
旦
、
習
藝
齋
に
て
白
鹿

洞

竭

示

講

釋
、

讀
書
師

・
大
生
等
輪
番
に
講
す
」

と
あ
る
が
、

横
井
小
楠
が

『
遊
歴
聞
見

書
」
の
中
で
閑
谷
學
校
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
箇
條
に
、

月
に
六
度
、
近
村
の
百
姓
講
堂
に
罷
出
、
講
釋
を
聽
聞
仕
候
。
此
講
釋
は
烈
公

御
代
よ
り
の
事
に
て
、
白
鹿
洞
竭
示
を
繰
返
し
仕
り
、
今
以
相
替
不
申
候
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
『遊
歴
聞
見
書
』
の
記
事
に
は
、
小
楠

の
傳
聞

の
誤
り
が
あ
り
、
閑
谷
講
堂
に
お
け
る
月
六
度

の

「
月
次
之
講
釋
」
と
、
毎
月
朔

日
の
朝
、
習
藝
齋
で
行
な
わ
れ
る
「白
鹿
洞
掲
示
」
の
講
義
と
が
混
同
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
月
次

の
講
釋
濾
明
和
七
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

郷
學

「閑
谷
學
校
」
の
設
立
と
そ
の
機
構
に
つ
い
て

内
容
も
白
鹿
洞
掲
示
で
は
な
く
し
て
、
四
書
の
講
義
で
あ
る
。
且
つ
ま
た
、

い
か

に
近
村

の
百
姓
と

い
え
ど
も
、

一
般

の
百
姓
が
、

一
月

の
う
ち
に
六
度
も
學
校

へ

出
か
け
て
講
釋
を
聽
聞
す
る
よ
う
な
餘
暇
が
あ
つ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
し
、
藩

に
お

い
て
も
ま
た
、
そ
れ
程
ま
で
の
こ
と
を

一
般
の
百
姓
に
ま
で
求
め
は
し
な
か

つ
た
で
あ
ろ
う
。
従

つ
て
、
近
村
の
百
姓
が
閑
谷
學
校
に
出
校
し
て
白
鹿
洞
竭
示

の
講
釋
を
聽
聞
す
る
と
い
う
の
は
、
毎
月
朔
旦
の
習
藝
齋
で
の
講
釋
で
あ

つ
た
と

解
す
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
更
に

『
遊
歴
聞
見
書
」
に
は
、
こ
の
講
釋

は
烈
公
す
な
わ
ち
光
政
の
時
代
か
ら
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
白
鹿
洞
竭
示
の
講

釋
が
岡
山
の
藩
校
で
毎
月
朔
旦
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
の
が
元
腺
十
五
年

⑭

(
一
七
〇
二
)
十

一
月
朔
旦
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
閑
谷
學
校

の
場
合

も
、
大
體
こ
れ
に
近

い
頃
か
ら
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
閑
谷
近
村

の
百
姓
た
ち
に
樹
す
る
訓
鍮
は
、
こ
の
よ
う
な
毎
月
朔
旦
に
學

校

で
白
鹿
洞
掲
示

の
講
釋
を
き
く
こ
と
の
ほ
か
に
、
ま
た
別

の
方
法
で
も
行
な
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『備
陽
國
學
記
録
』
の
寛
政
八
年

(
一
七
九
六
)
十

一
月

廿
四
日
の
條

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
學
校
奉
行
長
谷
川
庄
大
夫
か
ら
閑
谷
奉
行
難
波

幾
之
介
ら

へ
の
示
逹
に
よ
る
と
、

@

兩
谷

(閑
谷
と
和
意
谷
)之
義
は
、御
場
所
柄

二
而
も
有
之
、
格
別

二
御
下
作
人
共

迄
、並
々
よ
り
も
人
柄
宜
無
御
座
候
而
は
不
相
濟
事

二
存
候
。
依
之
、
兩
谷
江
、

芳
烈
公
在
中
江
村
々
役
人
共
讀
聞
候
樣
被
仰
出
候
御
教
書
之
寫
、

一
冊
宛
指
出

申
候
間
、

一
ケ
月

一
兩
度
宛
、
御
下
作
人
共
相
集
、
名
主
共
よ
り
讀
聞
せ
可
申

旨
、
御
申
移
可
有
之
候
。
其
節
、
各
方
丼
地
方
役
人
中
も
御
壹
人

宛

出

座

候

而
、
御
教
書
之
趣
、
何
も
江
致
得
道
候
樣
御
申
聞
、
御
下
作
人
共
、
何
卒
心

二

守
、
身

二
行
候
樣
、
有
之
度
義

二
存
候
。
名
主
共
江
も
、
定
日
相
極
、
無
懈
怠

=
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人

文

學

論

集

罷
出
、
讀
聞
申
候
樣
、
御
申
移
可
有
之
候
。

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
中
で

「芳
烈
公
在
中
江
村

々
役
人
共
讀
聞
候
樣
被

仰
出
候
御
教
書
之
寫

一
冊
」
と
あ
る
の
は
、
池
田
光
政
が
そ
の
治
世
の
間
、
郡
奉

行
以
下
在
方

の
役
人
を
通
じ
て
領
民

た
ち
に
讀
み
聞
か
せ
る
よ
う
指
示
し
た
教
論

書
を
集
め
て

一
冊
に
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
閑
谷
お
よ
び
和
意
谷
の
近
村

の
名
主
た
ち
に
命
じ
て
、

一
ケ
月
に

一
二
度
ず

つ
日
を
極
め
て
、
村
内

の
百
姓
た

ち
を
集
め
、
閑
谷
學
校
の
数
官
お
よ
び
在
方
の
役
人
も
各

一
人
ず

つ
そ
の
場
に
列

席
し
て
、
こ
の
数
論
の
書
を
讃
み
聞
か
せ
、
百
姓
た
ち
が
数
え
の
旨
を
よ
く
體
し
、

實
踐
躬
行
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
ゆ
く

べ
き
こ
と
を
申
傳
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
そ
の
後

い
つ
頃
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な

い
が
、
さ
き

の
白
鹿
洞
掲
示

の
聽
聞
と
同
樣
の
趣
旨

の
も
と
に
、
閑
谷
學
校
に
お

け

る
教

育

を
、
近
村

の

一
般
百
姓
に
ま
で
及
ぼ
さ
し
め
ん
と
し
た
も
の
と
し
て
注
目
し
て
よ

い
も
の
で
あ
ろ
う
。

七

以
上
、
閑
谷
學
校

の
設
立
の
經
緯
と
、
そ
の
經
營
の
機
構
に
つ
い
て
の
大
略
を

考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
閑
谷
學
校

は
岡
山
藩
主
池
田
光
政
の
學
問

.
教
育
に
對

す
る
高

い
理
想
の
も
と
に
、
領
内
庶
民
の
教
育
を
主
體
と
し
た
藩
營
の
郷
學
と
し

て
創
設
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
發
達
し
た
郷
學
の
中
で
も
、
そ
の
設
立
の
最
も
早

い

も

の
で
あ
つ
た
。
し
か
も
、
こ
の
庶
民
を
主
體
と
す
る
教
育
の
場
と
し
て
の
閑
谷

の
學
問
所
に
、
横
井
小
楠
を
し
て
、

「江
戸
聖
堂
之
外
は
天
下
に
如
此
壯
麗
之
學

⑫

校
は
有
御
座
間
敷
被
存
候
」
と
い
わ
し
め
た
ほ
ど
の
施
設
を

つ
く
り
上
げ
、
そ
の

一
二
八

後
、
財
政
面
か
ら
す
る
學
校
閉
鎮

へ
の
危
機
も
初
期
に
は

一
二
度
あ
つ
た
が
、
そ

れ
ら
も
よ
く
の
り
越
え
て
、
こ
の
學
校
が
、
藩
士
の
子
弟
の
教
育
を
主
體
と
す
る

藩
校
と
並
立
し
て
、
寛
文

・
延
寳
年
間
の
頃
か
ら
、
版
籍
奉
還
の
翌
年
の
明
治
三

年
に
至
る
ま
で
、
藩
政
時
代
を
通
U
て
繦
え
る
こ
と
な
く
存
續
さ
れ
た
こ
と
は
、

江
戸
時
代
に
お
け
る
庶
民
教
育
な

い
し
學
校
教
育
史
上
、
誠
に
注
目
す
べ
き
こ
と

で
あ
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
岡
山
藩
の
進
ん
だ
教
育
政
策
が
、
他
の
諸
藩
か
ら
も
次
第
に
注
目

を
集
め
る
よ
う
に
な
つ
た
こ
と
は
當
然
で
あ
つ
て
、

『備
陽
國
學
記
録
』
を
み
て

も
、
寳
暦
の
こ
ろ
以
後
、
岡
山
藩

の
學
校

の
機
構
に
つ
い
て
諸
藩
か
ら
の
照
會
が

あ

つ
た
り
、
あ
る

い
は
藩
士
が
遣
わ
さ
れ
て
學
校
の
實
状
を
視
察
し
て
歸

つ
て
い

る
よ
う
な
事
例
が
、
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
。
例
え
ぱ
、
寳
暦
二
年

(
一
七
五
二
)

OO

に
は
安
藝
廣
島
藩
淺
野
氏
か
ら
學
校

の
儀
に
つ
き
照
會
が
あ
り
、
こ
の
時
は
ど
の

よ
う
な
回
答
が
な
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
次

い
で
文
化
十
年

(
一
八
一
三
)

に
は
伊
豫
松
山
藩
久
松
氏
か
惚
・
同
±

年
に
は
丹
後
田
邊
藩
牧
野
氏
か
ら
・
岡

山
お
よ
び
閑
谷
の
學
校

の

「御
取
向
方
、
右
御
役
人
、
其
外
諸
事
御
取
納
方
等
」

⑮

に
つ
い
て
問
合
わ
せ
が
あ
り
、
こ
の
時
は

い
ず
れ
も
學
校
の
繪
圖
や
、
學
校
の
諸

規
則
を
詳
し
く
記
し
て
途

つ
て
い
る
。
ま
た
幕
末
に
近

い
弘
化
元
年

(
一
八
四
四
)

に
は
因
幡
鳥
取
藩
池
田
氏
か
ら

「今
般
因
州

二
學
校
御
造
營
有
之

二
付
、
岡
山
學

校
之
諸
儀
式
承
候
樣
と
の
命
」
を
受
け
て
、
七
月
十
八
日
、
藩
士
溪
大
録
が
岡
山

に
來
た
り
、
城
下

の
旅
籠
町
で
あ
つ
た
中
島
町
に
止
宿
し
、
學
校
奉
行
三
上
三
郎

大
夫
に
入
門

の
禮
を
と
つ
て
、
藩
校

へ
の
出
入
を
許
さ
れ
、
學
校
の
諸
施
設
や
講

義

の
模
樣
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
見
聞
し
、
更

に
閑
谷
學
校
を
も
訪
ね
て
、
八
月
七
日

⑭

に
い
た
る
お
よ
そ
二
十
日
間
ば
か
り
藩
内
に
滯
在
視
察
し
て
歸

つ
て
い
る
。
そ
の



後
、
鳥
取
藩
か
ら
は
ま
た
嘉
永
五
年

(
一
八
五
二
)
に
も
岡
山
の
學
校
の
諸
規
則
に

　

つ
い
て
照
會
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
事
例
は

『
備
陽
國
學
記
録
』
に
み
え
る

主
な
る
も

の
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
諸
藩
に
お

い
て
も
、
岡
山
藩

の
學
校
制
度
に
つ
い
て
關
心
を
も

つ
た
も
の
の
多
か

つ
た
こ
と
は
察
す
る
に
難
く

な

い
。

殊
に
、
閑
谷
學
校
は
諸
藩
で
も
稀
な
藩
營
の
郷
學
と
し
て
、
そ
の
設
立
以
來
、

明
治
の
廢
藩
に
至
る
ま
で
、
そ
の
間
、
こ
こ
に
學
ん
だ
諸
生
の
數
は
、
前
述
の
ご

と
く
必
ず
し
も
そ
れ
ほ
ど
多
數
に
の
ぼ
つ
た
と
は

い
い
難

い
と
し
て
も
、
と
も
か

く
二
百
餘
年
の
長
き
に
わ
た

つ
て
、

こ
の
學
校
が
庶
民
教
育
を
主
體
と
し
た
學
間

所
と
し
て
の
機
能
を
保
ち

つ
づ
け
て
き
た
こ
と
は
、
直
接
的
に
も
、
ま
た
間
接
的

に
も
、
岡
山
藩
の
庶
民
の
教
育
向
上

の
上
に
寄
與
し
た
こ
と
は
決
し
て
少
な
く
な

か

つ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
藩
政
時
代
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
庶
民

の
教
育

が
、
封
建
的
支
配
秩
序

の
中
で
藩
の
繁
榮
を
擔
う
に
ふ
さ
わ
し

い
人
間
を
つ
く
る

こ
と
に
、
そ
の
主
た
る
目
的

の
あ
つ
た
こ
と
は
否
定
し
難

い
と
し
て
も
、
こ
れ
ら

の
教
育
を
通
じ
て
庶
民
の
學
問
教
養

の

一
般
的
水
準
が
高
め
ら
れ
、
そ
れ
が
、
ひ

い
て
は
庶
民
た
ち
の
人
間
的
自
覺
を
も
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
の
あ
つ
た

こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
横
井
小
楠

が
閑
谷
學
校
を
訪
ね
て
、
そ
の
實
状
を
視
察

し
た
の
ち
に
、
學
校
の
創
設
者
池
田
光
政
を
稱
揚
し
て
、

芳
烈
公
之
御
事
は
、
熊
本
に
て
承

り
居
候
よ
り
は
格
別
の
御
英
君
に
て
、
是
を

要
し
て
申
候
得
ぼ
、
聡
明
勇
決
、
表
裏
無
隔
、
規
模
甚
廣
大
に
し
て
、
眞
に
三

代
以
上
の
御
方
と
奉
存
候
。

⑲

と
惜
し
ま
ざ
る
賛
辭
を
呈
し
て
い
る
の
は
、
光
政
の
建
學
の
精
神
と
、
現
實
に
閑

郷
學

「閑
谷
學
校
」
の
設
立
と
そ
の
機
構
に
つ
い
て

谷
學
校
が
果
た
し
て
い
る
高

い
教
育
的
役
割

に
つ
い
て
、
小
楠

の
心
に
強
く
感
得

さ
れ
る
も
の
が
あ

つ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

註
①

岡
山
藩
廳

の
記
録
の
大
部
分

は
現
在
、
岡
山
大
學
附
屬
圖
書
館
に

「
池
田
家
文
庫
」
と

し
て
所
藏
さ
れ
て
お
り
、

『
御
留
帳
』
も
、
そ
の
中

の

一
部

で
あ
る
。

②
津
田
永
忠
は
前
年
の
寛
文
十

二
年
十
月
、
藩
校

の
長

で
あ
る
學
校
奉
行

の

職

を

解

か

れ
、
こ
の
頃

す
で
に
設
立

に
着
手
し
て

い
た
閑
谷
學
校
、
お
よ
び
、
郷
中
手
習
所

の
事

務

に
從
事
す
る
よ
う

に
な
つ
て

い
た
。

③
池
田
家
文
庫

『
評
定
留
』
延
費
元
年

二
月
廿

九
日
の
條
。

④
拙
稿

「
備
前

藩
に
お
け
る
紳
職
請
制
度
に

つ
い
て
」

(
『
岡
山
大
學
法
文
學
部
學
術
紀

要
』
第
五
號
)
參
照
。

⑤

『
岡
出
市
史
』

(昭
和
十

二
年
刊
)

第
四
編
第
九
章

の
う
ち

「
手
習
所
」

の
項
、

『
池

田
光
政
公
傳
』
第

四
十
九
章

「
手

習
所
」
參
照
。

⑥

同

右

⑦

『
閑
谷
黌
史
』

(明
治

二
+
四
年
刊
)

一
～

七
頁
。

⑧
閑
谷
學
校
壁
書

は
左

の
三
ケ
條
か
ら
成

つ
て
お
り
、
閑

谷
學
校

入
學
者

の

一
般

的
な
心

得
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

定

一
、
閑
谷
入
學
之
者
、
禮
儀
正
可
學
問
、
尤
撰
其

人
、
慥
成
證
帖
並
宗
旨
手
形
可
取
置

之
事
、

一
、
學
間
所

へ
所
附
之
林
、
不
可
猥
伐

採
事
、

一
、
諸
事
可
任
奉

行
之
指
圖
事
、

延
寳

二
年
四
月
朔

日

⑨
井

田

(
せ
い
で
ん
)

は
、
寛
文
十

一
年
に
、
光
政

が
領
内

の
和
氣
郡
友

延

村

の

新

田

に
、
中
國

の
古
制
に
則

つ
て
、
井
田

の
地
割
普
請

の
工

を
起
こ
し
た
も

の
で
あ

る
。

⑩

『
池

田
光
政
公
傳
』
第

五
十
章

「
學
校
手
習
所

の
設
置
及
維
持
に
關
す
る
烈
公
書
翰
」

所
載

の
延
寶
三
年
六
月

十
五
日
付
池
田
綱

政
書
歌
、
お
よ
び
、
同
年

七
月
十
九
日
付
池

田
光
政
返
書
に
ょ
る
。

一
二
九



人

文

學

論

集

⑪
藤
井

・
水
野

・
谷

口
編

『
池
田
光

政
日
記
』
五
七
五
頁
。

⑫

『
池

田
光
政
公
傳
』
第
四
十
八
章

「
閑

谷
學
校
」

の
條
參
照
。

⑬
池
田
家
文
庫

『
備
陽
國
學
記
録
』
元
祿
七
年

二
月
十
五
日
、
お
よ
び
、
三
月
廿

一
日
の

條
。

⑭

『
備
陽
國
學
記
録
』
元
祿

八
年
八
月
十

ご
日
の
條

に
、

「
佐

々
木
孚
李

・
山

田

藤

四

郎
、
從
閑
谷
來
校
」

の
記
事
が
あ
る
。

⑮

『
備
陽
國
學
記
録
』
寶
永

四
年
六
月
六
日
の
條
、

お
よ
び
、
寶
永
四
年
の

『
留
帳
』

六

月

六
日
の
條
。

⑯

『
備
陽
國
學
記
録
』
寳
永

四
年

七
月
廿
日
、
お
よ
び
、

七
月
廿
四
日
の
條
。

⑰

『
備
陽
國
學
記
録
』

寳
永

五
年
+

二
月
十
五
日
、
お
よ
び
、
寶
永

六
年
正

月

元

旦

の

條
。

⑱

費
永

六
年

の

『
留
帳
』
諸
法
附
命
令

の
項
。
『
備
陽
國
學
記
録
』
竇
永
六
年

八
月
十
九
日

の
條
。

な
お
、

こ
の
時
、
岡
山

の
藩
校

に
關
し
て
も
、

八
月
廿
八
日
、
藩
校

の
校
舍

の

う
ち
桃
舍

・
梧
舍

・
橘
舎

・
杉
舎

・
槐
舍

の
五
舍
を
取
崩
す

べ
き
こ
と
が
令

せ
ら

れ
て

い
る
。

⑲

『
備

陽
國
學
記
録
』
費
永
六
年
九
月

六
日
の
條
。

『
岡
山
縣
敏
育
史
』
上
卷
、

二
〇
九

頁
。

⑳

『
備
陽
國
學
記
録
』
費
永
六
年
九
月
八
日
の
條
。
な
お
、
藩

校
五
舍

の
取
崩
し
も
、
九

月
十
四
日
取
り
や
め
と
な

つ
て
い
る
。

⑳

『
備
陽
國
學
記
録
』
享
保

五
年
六
月
六
日

・
七
日
の
條
。

⑳
同

右
、
寶
暦

元
年
九
月
十

六
日

の
條
。

(⑳
同

右
、
寳
暦
十

一
年
十
二
月
十

一
日

の
条
。

⑳
同

右
、
寶
暦
十

二
年
正
月

五
日
の
條
。

⑳
同

右
、
明
和
七
年

二
月
十
九
日
の
條
。

⑳
同

右
、
明
和
七
年
三
月
十

一
日
の
條
。

⑳
同

右
、
寛
政
四
年
三
月
十
三
日
の
條
。

⑳
同

右
、
寛
政
四
年
三
月
廿

六
日
の
條
。

⑳
同

右
、
寛
政
六
年
五
月
十

一
日
の
條
。

⑳
同

右
、
天
明
七
年
四
月
十
九
日
の
條
。

1
t　ld

⑳

同

右
、
寛
政
六
年
五
月

十

一
日

の
條
。

(⑫
同

右
、
明
和
七
年
十
月

十
六
日
の
條
。

⑳

同

右
、
安
永

五
年
六
月
十
九
日
の
條
。

⑳
同

右
、
安
政

六
年
五
月
九
日
の
條
。

⑳

『
閑

谷
黌
史
』

八
頁
。

⑳
石
川
謙
著

『
近
世

の
學
校
』

(
昭
和

三
十

二
年
刊
)

一
1,
1,
頁
o

⑳

こ
の
ほ
か
に
も

『
備
陽
國
學
記
録
』
文
久

二
年
正
月
廿

日
の
條

に
、
播
州

赤
穂
郡
赤
松

村

の
作
之
介

と
い
う
者
が
、

「
四
年
前

入
學
已
來
、
讃

書
格
別
致
出
精
、
且
昨
年
來
、

房
頭
相
勤
」

と
の
記
事
が

み
え
る
。

⑳

『
備
陽
國
學
記
録
』
嘉
永
四
年
正
月
廿

一
日
の
條
。

⑲
同

右
、
嘉
永
五
年
正
月
廿
日
の
條
。

⑳
同

右
、
元
祿
九
年

八
月
十

一
日

の
條
。

⑪

同

右
、
寶
暦
十
三
年

九
月
十
四
日

の
條
。

⑫
同

右
、
文
化
十
五
年

正
月
十

五
日

の
條
。

⑧

同

右
、
寶
暦
十
二
年
正
月

五
日

の
條
。

⑭

同

右
、
文
化
十
年
十
二
月
廿

八
日

の
條
。

⑮

同

右
、
寛
政
元
年
八
月
十

九
日
の
條
。

⑯
同

右
、
明
和
七
年
十
月
十
六
日
の
條

に
、

「
瀬
介

(鷹
取
)
閑

谷

へ
參
候

ハ
、
、
習

藝
齋

二
て

一
ケ
月
六
衣
、
小
學
之
講
釋
可
被
相
勤
候
」

と
み
え
る
。

@

同

右
、
明
和

七
年
十

一
月
十
二
日
の
條
。

⑱
同

右
、
明
和

八
年
正
月
廿

二
日
の
條
。

⑲
臼
鹿
洞

は
、
も

と
も

と
唐
代

の
學
者
李
渤
が
江
西
省
南
康
府
廬
山

の
五
老
峰

の
ふ
も

と

に
隱
居

し
、
常

に

一
白
鹿
を
愛
育

し
て
い
た

の
で
、
白
鹿
洞

の
名
が
生
じ
、

や
が
て
こ

こ
に
學
校

が
建

て
ら
れ
た
が
、
唐
末

の
亂

で
荒
廢
し
た
。

そ
の
後
、
五
代
南
唐

の
と
き

に
復
興
さ
れ
、
更

に
宋

の
は
じ
め
、

こ
こ
に
書
院

が

つ
く
ら

れ
て
白
鹿
洞

書

院

と

稱

し
、
宋

の
四
大
書
院

の

一
に
數
え
ら
れ
た
が
、

こ
の
後

ま
た
盛
衰
が
あ
り
、
南
宋

の
淳

熙
五
年

(
一
一
七
八
)
朱
子
が
こ
れ
を
ま

た
復
興
し
て
、
以
後

こ
こ
が
朱
子
の
學
流

の

申
心

と
な

つ
た
。

そ
し
て
、
朱
子
が
こ
の
書
院

に
掲
げ
た
學
規

が
、
す

な
わ
ち

「
白
鹿

洞
書
院
掲
示
」

と
呼
ば

れ
た
も
の
で
あ
る
。



⑭

『
岡
山
市
史
』

(
昭
和
十

二
年
刊
)
第

三
卷
、

二
五
二
四
頁
、

(第

四
編
第
九
章
第

二

節

「
藩
學
」

の
條
)
。

⑳
和
意
谷
は
、
閑

谷
と
同

じ
和
氣
郡
内
に
あ
り
、
藩
租
池
田
輝

政

・
利
隆

お
よ
び
光
政
三

代

の
墓
所
の
地

で
あ
る
。

⑫
横
井
小
楠

の

『
遊
歴
聞
見
書
』

の
記
事
。

働

『
備
陽
國
學
記
録
』
寶
暦

三
年
九
月
十
六
日
の
條
。

⑭
同

右
、
文
化
十
年
閏
十

一
月
十
五
日
の
條
。

㊥
同

右
、
文
化
十

一
年

四
月
十
四
日

の
條
。

⑳
同

右
、
弘
化
元
年
七
月
十

八
日
、
同
廿

八
日
、

八
月

七
日

の
各
條
。

⑰
同

右
、
嘉
永
五
年
正
月
廿

七
日

の
條
。

⑱
横

井
小
楠

の

『
遊
歴
聞
見
書
』

の
記
事
。
な
お
文
中

に

「
三
代
」
と

い
つ

て

い

る

の

は
、
徳
川
幕
府

の
諸
制
度

を
整
備
し
、
ま
た
昌
夲
坂
學
問
所

の
最
初
の
基
礎

を
開

い
た

三
代
將
軍
家
光

の
こ
と
を
指

し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

郷
學

「
閑
谷
學
校
」

の
設
立
と
そ
の
機
構

に
つ
い
て

;
コ




